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十四經發揮
　元・滑壽撰
■■ 新刊十四經絡發揮序

十四經絡發揮者、發揮十四經絡也。

經絡在人身、手三陰三陽、足三陰三陽、凡十有二、而云十四者、併任、督二脉言也。

任、督二脉何以併言。

任脉直行於腹、督脉直行於背、為腹背中行諸穴所系也。

手太陰肺經、左右各十一穴。

足太陰脾經、左右各二十一穴。

手陽明大腸經、左右各二十穴。

足陽明胃經、左右各四十五穴。

手少陰心經、左右各九穴。

足少陰腎經、左右各二十七穴。

手太陽小腸經、左右各十九穴。

足太陽膀胱經、左右各六十三穴。

手厥陰心包經、左右各九穴。

足厥陰肝經、左右各十三穴。

手少陽三焦經、左右各二十三穴。

足少陽膽經、左右各四十三穴。

兼以任脉中行二十四穴、督脉中行二十七穴、而人身周矣。

醫者明此、可以鍼、可以灸、可以湯液投之、所向無不取驗。

後世醫道、不明古先聖王救世之術、多廢不講。

鍼、灸、湯液之法、或歧為二、或參為三、其又最下則鍼、行者百一、灸行者什二、湯液行者什九而千萬。

抑何多寡之相懸耶。

或者以鍼誤立效、灸次之、而湯液猶可稍緩乎。

是故業彼者多、業此者寡也。

噫。果若是、亦淺矣哉、其用心也。

夫醫之治病、猶人之治水、水行于天地、猶血氣行于人身也、溝渠畝澮、河泖川瀆、皆其流注交際之處、或壅焉、或塞焉、或溢焉、皆足以害治而成病、苟不明其嚮道、而欲治之、其不至於泛濫妄行者否也。

醫之治病、一迎一隨、一補一瀉、一汗一下、一宣一導、凡所以取其和平者、亦若是耳、而可置經絡於不講乎。

滑伯仁氏有憂之、故為之圖、為之註、為之歌、以發揮之。

周悉詳盡、曲暢旁通、後之醫者、可披卷而得焉、伯仁氏之用心亦深矣哉。

後伯仁氏而興者、有薛良武氏焉、良武氏潛心講究、其所自得、亦已多矣。

乃復校正是書而刊諸梓、欲以廣其傳焉、推是心也、即伯仁氏之心也。

良武名鎧、為呉之長洲人、有子曰己者、今以醫判南京太醫事、尤以外科名、而外科者、恃其一也、君子謂其能振家業云。

嘉靖戊子冬閏十月望日、前進士姑蘇西閶盛應陽斯顯書于金陵官寓
■ 新刊十四經絡發揮序

十四經絡發揮は、十四經絡を發揮するなり。

經絡は人身に在（あ）ること、手の三陰三陽、足の三陰三陽、

凡（すべ）て十有二にして、十四と云（いう）ものは、任、督の二脉を併（あ）わせて言うなり。

任、督の二脉、何を以って併わせ言う。

任脉は腹を直行し、督脉は背を直行す、

腹背の中行為（たれ）は諸穴系（かか）る所なり。

手の太陰は肺の經、左右各十一穴。

足の太陰は脾の經、左右各二十一穴。

手の陽明は大腸の經、左右各二十穴。

足の陽明は胃の經、左右各四十五穴。

手の少陰は心の經、左右各九穴。

足の少陰は腎の經、左右各二十七穴。

手の太陽は小腸の經、左右各十九穴。

足の太陽は膀胱の經、左右各六十三穴。

手の厥陰は心包の經、左右各九穴。

足の厥陰は肝の經、左右各十三穴。

手の少陽は三焦の經、左右各二十三穴。

足の少陽は膽の經、左右各四十三穴。

兼（かね）て任脉の中行二十四穴、

督脉の中行二十七穴を以って、人身を周（めぐ）る。

醫者此れを明（あきら）め、以って鍼しつ可（べ）し、

以って灸しつ可（べ）し、

湯液を以って之を投（すすめ）つ可（べ）し、

向（むかふ）る所、驗（しるし）を取らずといふこと無し。

後世の醫道は、明（あきら）かならず、

古先（こせん）聖王（せいおう）救世の術、多くは廢して講（こう）せず。

鍼、灸、湯液の法、或いは歧（わけ）て二と為（な）し、

或いは參（まじ）えて三と為（な）す、

其れ又、最も下は則ち、鍼行の者、百に一、

灸行の者は什（とお）に二、

湯液行者は什（とお）に九にして千萬なり。

抑（そもそも）何（なん）ぞ多寡（たか）の相懸（あいはるか）なる耶（や）。

或者（あるもの）以（おもえ）らく鍼は誤って效（しるし）を立（た）つ、

灸は之（これ）に次（つ）ぐ、

湯液は猶（なお）稍（やや）緩（ゆるう）す可（べ）し。

是（この）故に彼を業とする者は多く、

此れを業とする者（もの）寡（すくな）し。

噫（ああ）。果（は）たして、是若（かくのごとき）は、亦（また）淺きかな、

其の心を用ことや。

夫（それ）醫の病を治すること、猶（なお）人の水を治（おさ）むるごとし、

水の天地を行くことは、猶（なお）血氣の人身を行くがごとしなり、

溝渠、畝澮（しかい）、河泖川瀆（かりゅうせんとく）、皆（みな）其の流注交際の處、

或いは壅（ふさ）ぎ、

或いは塞（ふさ）がり、

或いは溢（あふ）る、

皆以って治を害して病と成るに足れり、

苟（いやしく）も其の嚮道（きょうどう）を明らかにせずして、之を治せんと欲せば、其れ泛濫（はんらん）妄行に至らざる者は否（あらじ）。

醫の病を治すること、一迎、一隨、一補、一瀉、一汗、一下、一宣、一導にして、

凡そ其の和平を取る所以（ゆえん）の者は、亦（また）是（かく）の若き耳（のみ）、

而（しこう）して經絡不講に置く可（べ）けんや。

滑伯仁氏の憂うること有り、

故に之が圖を為（な）し、

之が註を為し、

之が歌を為して、

以って之を發揮して、周悉（しゅうしつ）、詳盡（しょうじん）、曲暢（きょくちょう）旁通（ぼうつう）す。

後の醫者、卷を披（ひら）いて焉（これ）を得（う）可（べ）し。

伯仁氏の心を用ゆること、亦（また）深い矣哉（かな）。

伯仁氏に後（おく）れて、而（しこう）して興（おこ）る者、薛良武（せつりょうぶ）氏というもの有り。

良武氏潛心（せんしん）講究（こうきゅう）、其の自得する所、亦（また）已（すで）に多し。

乃（すなわ）ち復（また）是（この）書を校正し、諸（これ）を梓（し）に刊（きざみ）て、以って其の傳を廣めんと欲す。

是（この）心を推（お）すに、即ち伯仁氏の心なり。

良武（りょうぶ）、名は鎧（がい）、呉の長洲の人為（な）り。

子有り、己（き）と曰（い）う者、今醫を以って南京太醫事に判（はん）たり。

尤（もっと）も外科を以って名あり。

而（しかれ）ども外科は、恃（こと）に其（その）一なり。

君子其の能く家業を振（ふる）うと謂（い）う云う。

嘉靖戊子の冬　閏十月望日前の進士姑蘇（こそ）西閶（せしょう）盛應（せいおう）陽斯顯（ようしけん）　金陵の官寓（かんぐ）に書す
■ 十四經發揮序

人具九臟之形、而氣血之運、必有以疏載之。

其流注則曰歴、曰循、曰經、曰至、曰抵、

其交際則曰會、曰過、曰行、曰達者、蓋有所謂十二經焉。

十二經者、左右手足各備、陰陽者三、陰右而陽左也、陽順布而陰逆施也。

以三陽言之、則太陽、少陽、陽明。

陽既有太少矣、而又有陽明者何。

取兩陽合明之義也。

以三陰言之、則太陰、少陰、厥陰。

陰既有太少矣、而又有厥陰者何。

取兩陰交盡之義也。

非徒經之有十二也、而又有所謂孫絡者焉。

孫絡之數、三百六十有五、所以附經而行、周流而不息也。

至若陰陽維蹻、衝帶六脉、固皆有所繫屬、而唯督任二經、則苞乎腹背而有專穴、諸經滿而溢者、此則受之、初不可謂非常經而忽略焉、法宜與諸經並論。

通考其隧穴六百五十有七者、而施治功、則醫之神祕盡矣。

蓋古之聖人契乎至靈、洞視無隱、故能審系脉之真、原虚實之變、建名立號、使人識而治之。

雖後世屢至抉膜導筵、驗幽索隱、卒不能越其範圍、聖功之不再、壹至是乎。
由此而觀、學醫道者、不可不明乎經絡、經絡不明、而欲治夫疢疾、猶習射而不操弓矢、其不能也決矣。

濂之友滑君、深有所見於此、以内經骨空諸論、及靈樞本輸篇、所述經脉辭旨簡嚴、讀者未易即解、於是訓其字義、釋其名物、疏其本旨、正其句讀、釐為三卷、名曰十四經發揮。

復慮隧穴之名、難於記憶、聯成韻語、附於各經之後、其有功於斯世也、不亦遠哉。

世之著醫書者、日新月盛、非不繁且多也、漢之時、僅七家耳、唐則増為六十四、至宋遂至一百七十又九、其發明方藥、豈無其人。

純以内經為本、而弗之雜者、抑何其鮮也。

若金之張元素、劉完素、張從正、李杲四家、其立言垂範、殆或庶幾者乎。

今吾滑君起而繼之、凡四家微辭秘旨、靡不貫通、發揮之作、必將與其書並傳無疑也。

嗚呼。橐籥一身之氣機、以補以瀉、以成十全之功者、其唯針砭之法乎。
若不明於諸經而誤施之、則不假鋒刃而戕賊人矣。
可不懼哉。

縱諉曰、九針之法、傳之者蓋鮮、苟以湯液言之、亦必明於何經中邪、然後注何劑而治之、奈何粗工絶弗之講也。
滑君此書、豈非醫塗之輿梁也歟。

濂故特為序之以傳、非深知滑君者、未必不以其言為過情也。

滑君名壽、字伯仁、許昌人、自號為攖寧生、博通經史諸家、言為文辭、温雅有法、而尤深於醫。
江南諸醫、未能或之先也。

所著又有素問鈔、難經本義、行于世。

難經本義、雲林危先生素嘗為之序云。

翰林學士亞中大夫知　制誥兼脩　國史金華宋濂謹序

■ 十四經發揮序

人は九臟の形を具（そな）えて、氣血の運、必ず以って之を疏載（そさい）すること有りて、

其の流注は、則ち歴（へる）と曰（い）い、循（めぐる）と曰い、經（ふる）と曰い、至（いたる）と曰い、抵（よる）と曰う。

其の交際は則ち會と曰い、過と曰い、行と曰い、達と曰う者は、蓋（けだ）し所謂（いわゆる）十二經有り焉。

十二經は、左右の手足各（おのおの）陰陽を備（そな）う者三。

陰は右にして、陽は左なり。

陽は順に布（しき）て、陰は逆に施（ほどこす）なり。

三陽を以って之を言えば、則ち太陽、少陽、陽明。

陽既に太少有り、而（しか）して又陽明有ることは、何（なん）ぞ兩陽合明の義に取るなり。

三陰を以って之を言えば、則ち太陰、少陰、厥陰。

陰既に太少有り、而（しこう）して又厥陰有ることは、何ぞ兩陰交盡（こうじん）の義に取るなり。

徒（いたずら）に經に十二有るのみに非ず。

而（しか）も又所謂（いわゆる）孫絡という者有り。

孫絡の數、三百六十有五。

經に附（つ）いて行き、周流して息（やま）ざる所以（ゆえん）なり。

陰、陽、維、蹻、衝、帶、六脉の若きに至っては、固（まこと）に皆繫屬（けいぞく）する所有り。

唯督任二經、則ち腹背を苞（つつ）む。專穴有り。

諸經滿ちて溢（いつ）する者、此れ則ち之を受け、初め常經（じょうけい）に非ずと謂いて而（しか）も忽（ゆるがせ）に焉（これ）を略す可からず。

法宜（よろし）く諸經と並べ論して、通考すべし。

其の隧穴（すいけつ）六百五十有七なる者にして、治功（ちこう）を施（ほどこ）す則（とき）は醫の神祕盡（つ）く。

蓋（けだ）し古の聖人、至靈（しせい）乎（これ）契（ちか）い、洞視（どうし）して隱すこと無し。

故に能（よ）く系脉の真を審（つまびら）かにし、虚實の變を原（たず）ね、名を建て、號を立つ。

人をして識（し）るしめて之を治せしむ。

後世屢（しばしば）膜（ばく）を抉（さく）り、筵（てい）を導き、幽を驗（こころ）み、隱を索（さぐ）るに、至（いたる）と雖も、卒（つい）に其の範圍を越ゆること能わず。

聖功の再（ふたたび）せずして、壹（もっぱ）ら是に至（いたる）乎（か）。
此に由（よ）って、醫道を學者を觀れば、經絡を明らめずんばある可からず、

經絡明らめずして、夫（その）疢疾（ちんしつ）治せんと欲せば、猶（なお）射（しゃ）を習いて弓矢（きゅうし）を操（とら）ざるがごとし。

其の能わざること也（や）決（けつ）なり。

濂（れん）が友、滑君、深く見る所有り。

此に内經・骨空の諸論、及び靈樞・本輸篇に述ぶる所の經脉、辭旨（じし）簡嚴（かんげん）なるを以って、讀む者、未だ即ち解易（さとしやす）からず。

是に於（おい）て、其の字義を訓じ、其の名物を釋し、其の本旨（ほんし）を疏（そ）し、其の句讀を正し、釐（わけ）て三卷と為（なし）て、名（なずけ）て十四經發揮と曰う。

復た隧穴（ずいけつ）の名、記憶し難（がた）きを慮（おもんばか）って、聯（つらね）て韻語を成し、各經の後（しりえ）に附す。

其の斯世（このよ）に功有るや、亦遠からずや。

世の醫書を著わす者、日に新たに月に盛んに、繁（しげ）く且（また）多（おお）からずに非ずや。

漢の時、僅（わずか）に七家（しちけ）耳（のみ）。

唐に則ち増して六十四為（た）り。

宋に至って遂に一百七十又九に至る。

其の方藥（ほうやく）を發明する、

豈（あに）其の人純（もっぱら）。

内經を以って本として、之を雜（まじ）えざる者無からんや。

抑（そもそも）何ぞ其の鮮（すくな）きなり。

金の張元素、劉完素、張從正、李杲（りこう）、四家（しか）の若（ごと）きは、其の立言（りゅうげん）垂範（すいはん）、殆（ほとん）ど庶幾（しょき）すること或る者か。

今（いま）吾（わ）が滑君、起（た）って之に繼（つ）く。

凡そ四家の微辭（びじ）、秘旨（ひし）、貫通せずといふこと靡（な）し。

發揮の作、必ず將（まさ）に其の書と並（ならび）傳（つたえ）んこと疑い無かるべし。

嗚呼（ああ）。一身の氣機を橐籥（たくやく）にして、以って補い、以って瀉し、以って十全の功を成（なす）者は、其れ唯（ただ）針砭の法か。
若し諸經明らめずして、之を誤（あやま）り施（ほどこ）す則（とき）は、鋒刃（ほうじん）を假（から）ずして、人を戕賊（しょうぞく）す。
懼（おそれ）ざる可（べ）けん哉（や）。

縱（たとい）諉（い）した曰く、九針の法、之を傳うる者、蓋（けだ）し鮮（すくな）し。

苟（いやしく）も湯液を以って之を言うも、亦必ず何の經、邪に中（あた）るといふことを明らかにして、然（しこう）して後何の劑を注（そそ）いで、之を治す、奈何（いかんぞ）。

粗工絶して之を講せざるなり。
滑君、此の書豈（あに）醫塗（いと）の輿梁（よりょう）に非ざらん歟（や）。

濂（れん）この故に、特に為（ため）に之を序し、以って傳う。

深く滑君を知る者に非ずんば、未だ必ず其の言を以って過情（かせい）と為（せ）ずんばあらず。

滑君、名は壽、字は伯仁、許昌の人、自ら號（ごう）して攖寧生（えいねいせい）と為（す）。

博（ひろ）く經史諸家の言に通じ、文辭（ぶんじ）を為（なす）。

温雅法有り、尤（もっと）も醫に深し。

江南の諸醫、未だ之より先なること能わず。

著わす所、又素問鈔、難經本義有り、世に行なわる。

難經本義、雲林危先生素（もと）嘗（かつ）て之が序為（つく）ると云う。

翰林學士亞中大夫知　制誥兼脩（せいこうけんしゅう）　國史金華宋濂謹で序す

■ 十四經發揮序

觀文於天者、非宿度無以稽七政之行。

察理於地者、非經水無以別九圍之域。

矧夫人身而不明經脉、又烏知榮衛之所統哉。

此内經靈樞之所由作也。

竊嘗攷之、人為天地之心、三材蓋一氣也。

經脉十二、以應經水、孫絡三百六十有五、以應周天之度、氣穴稱是、以應周期之日。

宜乎榮氣之榮於人身、晝夜環周、軼天旋之度、四十有九。

或謂衛氣不循其經、殆以晝行諸陽、夜行諸陰之異、未始相從、而亦未嘗相離也。

夫日星雖殊、所以麗乎天者、皆陽輝之昭著也。

河海雖殊、所以行乎地中者、寔一水之流衍也。

經絡雖交相貫屬、所以周於人身者、一榮氣也。

噫。七政失度則災眚見焉。

經水失道、則洚潦作焉。
經脉失常、則所生是動之疾、繇是而成焉。

以故用鍼石者、必明兪穴、審闓闔、因以虚實、以補瀉之。
此經脉本輸之旨、尤當究心。

靈樞世無註本、學者病焉、許昌滑君伯仁父、嘗著十四經發揮、專疏手足三陰三陽及任督也。

觀其圖章訓釋、綱舉目張、足以為學者出入嚮方、寔醫門之司南也。

既成將鋟梓以傳、徴余叙其所作之意、余不敏、輙書三材一氣之説以歸之。
若別經絡筋骨度之屬、則此不暇備論也。

時至正甲辰中秋日、四明呂復養生主書于票騎山之樵舎

■ 十四經發揮序

文を天に觀（み）る者は、宿度（しゅくど）に非ずんば、以って七政の行を稽（かんが）えること無し。

理を地に察する者は、經水に非ずんば、以て九圍（きゅうい）の域を別（わか）つこと無し。

矧（いわんや）夫（それ）人身にして、經脉を明らめずんば、又烏（なん）ぞ榮衛の統（すつる）所を知らんや。

此の内經・靈樞の由って作る所なり。

竊（ひそか）に嘗（かつ）て、之を攷（かんが）えるに、人は天地の心為（た）り。

三材蓋（けだ）し一氣なり。

經脉十二は、以って經水に應じ、孫絡三百六十有五は、以って周天の度に應じ、氣穴是（これ）に稱（となう）て、以って周期の日に應ず。

宜乎（むべなるかな）。榮氣の人身を榮すること、晝夜環周して、天旋の度四十有九を軼（す）ぐ。

或いは衛氣と謂い。其の經を循ず、殆（ほと）んど以って晝は諸陽に行き、

夜は諸陰を行（ゆい）て之れ異なり、未だ始より相從わず、しかれども亦（また）未（いま）だ嘗（かつ）て相離れず。

夫（それ）日星（じつせい）殊（こと）なりと雖も、

天に麗（かかり）所以（ゆえん）の者、皆（みな）陽輝（ようき）の昭著（しょうちょ）なり。

河海（かかい）殊（こと）なりと雖ども、地中に行く所以（ゆえん）の者、寔（まこと）に一水の流衍（りゅうえん）なり。

經絡交わり相貫屬（かんぞく）すと雖ども、人身を周る所以（ゆえん）の者、一榮氣なり。

噫（ああ）。七政（しつせい）度を失すれば、則ち災眚（さいせい）見（み）えん。

經水道を失へば、則ち洚潦（こうりょう）作（た）る。
經脉常を失すれば、則ち所生是動の疾（やまい）、是に繇（よ）って成る。

故を以って鍼石を用いる者、必ず兪穴を明（あきら）め、闓闔（がいこう）を審（つまびらか）にし、因って虚實を以って、以之（もってこれ）を補瀉す。
此の經脉本輸の旨、尤（もっと）も當（まさ）に心を究（きわむ）べし。

靈樞世に註本無し、學者焉（これ）を病（うれ）う。

許昌の滑君、伯仁父、嘗（かつ）て十四經發揮を著（あらわ）す。

專（もっぱ）ら手足の三陰三陽、及び任督を疏（そ）す。

其の圖章訓釋を觀（み）るに、綱舉（こうきょ）目張（もくちょう）して、以って學者出入の嚮方（きょうほう）と為（す）るに足れり。

寔（まこと）に醫門の司南（しなん）なり。

既に成って將（まさ）に梓（し）に鋟（ちりば）め、以って傳（つたえ）んとす。

余（われ）を徴（めし）て其作所の意（こころ）を叙（の）ぶ。

余（よ）不敏にして、輙（すなわ）ち三材一氣の説を書して、以って之を歸（お）く。
若（も）し經絡筋骨の度を別屬（わかつたがい）のごときは、則ち此（ここ）に備（つぶさ）に論ずるに暇（いとま）あらずや。

時に至正甲辰中秋の日、四明の呂復養生主、票騎山之樵舎于書す

■ 自序

人為血氣之屬、飲食起居、節宜微爽、不能無疾。

疾之感人。或内或外、或小或大、為是動、為所以生病、咸不出五臟六府、手足陰陽。

聖智者興、思有以治之、於是而入者、於是而出之也。

上古治病、湯液醪醴為甚少、其有疾、率取夫空穴經隧之所統繫、視夫邪之所中、為陰、為陽、而灸刺之、以驅去其所苦。

觀内經所載服餌之法纔一二、為灸者四三、其它則明鍼刺、無慮十八九、鍼之功、其大矣。

厥後方藥之説肆行、鍼道遂寢不講、灸法亦僅而獲存。
鍼道微而經絡為之不明。

經絡不明、則不知邪之所在、求法之動中機會、必捷如響、亦難矣。

若昔軒轅氏、岐伯氏斤斤問答、明經絡之始末、相孔穴之分寸、探幽摘邃、布在方冊、亦欲使天下之為治者。

視天下之疾、有以究其七情六淫之所自、及有以察夫某為某經之陷下也。

某為某經之虚若實、可補瀉也。

某為某經之表裏、可汗可下也。

鍼之、灸之、藥之、餌之、無施不可、俾免夫嚬蹙呻吟、抑已備矣。
遠古之書、淵乎深哉、於初學或未易也、及以靈樞經本輸篇、素問骨空等論、裒而集之。
得經十二、任督脉云行腹背者二、其隧穴之周於身者、六百五十有七、攷其陰陽之所以往來、推其骨空之所以駐會、圖章訓釋、綴以韻語、釐為三卷、目之曰十四經發揮。

庶幾乎發前人之萬一、且以示初學者、於是而出入之嚮方也。

烏乎、攷圖以窮其源、因文以求其義、尚不戻前人之心、後之君子、察其勤而正其不逮、是所望也。

至正初元閏月六日、許昌滑壽自序

■ 自序

人は血氣の屬為（た）り。

飲食起居、節宜（せつぎ）微爽（びそう）、疾（やまい）無きこと能わず。

疾の人を感ずる。或いは内、或いは外、或いは小、或いは大、是動と為り、病を生ずる所以（ゆえん）為り。

咸（ことごとく）五臟六府、手足陰陽に出でず。

聖智の者、思を興（おこ）して、以て之を治すること有り。

是に於いて、而（しかも）入る者は是に於いて之を出（いだ）すなり。

上古、病を治すること、湯液醪醴甚だ少なしと為す。

其の疾有れば、率（おおむ）ね夫（そ）の空穴（こうけつ）經隧（けいつい）の統繫所（すべかるところ）を取る。

夫の邪の中（あたる）所、陰為（た）り、陽為（た）ることを視て、之に灸刺（きゅうし）して、以て其の苦しむ所を驅去（かりさ）る。

内經に載（の）する所を觀るに、服餌（ふくじ）の法、纔（わずか）に一二。

灸為（た）る者四三。

其の它は則ち鍼刺を明かにす。

無慮（すべて）十八九、鍼の功、其れ大（おお）いなり。

厥（その）後（のち）方藥の説、肆（ほしいまま）に行（おこなわ）る。

鍼道遂に寢（や）めて講ぜず。

灸法は亦（また）僅（わず）かにして存することを獲（う）。
鍼道微（び）にして、經絡、之が為に明かならず。

經絡、明かならざるときは、邪の所在を知らず。

法を求めて動（ややも）すれば、機會に中る。

必ず捷（しょう）なること響（ひびき）の如し、亦（また）難いかな。

昔、軒轅氏、岐伯氏、斤斤問答の若きは、經絡の始末を明らめ、孔穴の分寸を相（そう）し、幽を探り、邃（すい）を摘（つ）み、布（し）いて方冊（ほうさつ）に在り。

亦（また）天下の治を為す者をして天下の疾を視、以て其の七情六淫の自（よる）所を究（きわむる）こと有り。

及び以て夫（その）某某（それはその）經の陷下（かんか）為り。

某某（それはその）經の虚、若しくは實と為して、補瀉す可く。

某某（それはその）經の表裏と為して、汗可（あせすべく）下可（くだすべき）を察（さっし）て。

之を鍼し、之を灸し、之を藥し、之を餌（じ）し、施（ほどこし）として可（か）ならずということ無きこと有ら使（し）めんと欲す。

夫（それ）嚬蹙（ひんしく）呻吟（しんぎん）を免俾（まねかれしむる）こと抑（そもそも）已に備われり。
遠古の書、淵乎（えんこ）として深（ふか）いかな。

初學に於ける或いは未だ易（やすから）ず。

及（すなわ）ち靈樞經・本輸篇、素問・骨空等の論を以て裒（あつめ）て之を集む。
經十二、任督脉を得る。

云わく腹背を行く者二、其の隧穴の身を周る者、六百五十有七。

其の陰陽の往來する所以（ゆえん）を攷え、

其の骨空の駐會（ちゅうかい）する所以（ゆえん）を推す。

圖章訓釋、綴るに韻語を以てし、釐（わけ）て三卷と為して、之を目（なずけ）て十四經發揮と曰う。

庶幾乎（こいねがわくば）、前人の萬が一を發して、且つ以て初學に示す者、是において出入の嚮方（きょうほう）なり。

烏乎（ああ）、圖を攷（かんがえ）て、以って其の源を窮（きわ）む、文に因（よ）って以て、其義を求め、尚（なお）前人の心に戻らざらん。

後の君子、其の勤（つとめ）を察して其の逮（およ）ばざるを正せ、是の望む所なり。

至正初元、閏月六日、許昌の滑壽自序

■ 十四經發揮

　凡例

一、十二經所列次第、並以流注之序為之先後、附以任督二奇者、以其有專穴也。

　　總之為十四經云。

一、註者、所以釋經也。

　　其訓釋之義、凡有三焉。

　　訓字一義也、釋身體府藏名物一義也、解經一義也。

　　其載穴法分寸、則圈以別之。

一、各經既於本經詳註處所、其有他經交會處、但云見某經、不必復贅。

一、經脉流注、本經曰歴、曰循、曰至、曰抵。

　　其交會者曰會、曰過、曰行。

　　其或經行之處、既非本穴、又非交會、則不以字例統之。

一、奇經八脉、雖不若十二經之有常道、亦非若諸絡脉之微妙也。

　　任督二脉之直行者、既已列之十四經、其陰陽維蹻、衝、帶六脉、則別具編末、以備參考。
■ 十四經發揮

　凡例

一、十二經、列する所の次第、並びに流注の序を以、之が先後を為す。

　　附するに任督の二奇を以てする者は、其專穴有るを以て也。

　　之を總て十四經と為すと云う。

一、註は、經を釋する所以なり。

　　其訓釋の義に、凡そ三有り。

　　焉（これ）字を訓ず一つの義なり、

　　身體、府藏、名物を釋す一つの義なり。

　　經を解く、一つの義なり。

　　其穴法分寸を載（の）するは、則ち圈（けん）以て之を別つ。

一、各經、既に本經に於いて、詳（つまびらか）に註する處、

　　其他經有って交會する所の處、

　　但云う、某經に見（みえ）たりと必ず復贅（ふくせい）せず。

一、經脉流注本經に、歴（へる）と曰い、循（したがう）と曰い、

　　至（いたる）と曰い、抵（いたる）と曰う。

　　其交會は、會と曰い、過（すぐ）と曰い、行（ゆく）と曰う。

　　其或いは經行の處、既に本穴に非ず、又交會に非ず、則ち字例を以て之を統（すべ）ず。

一、奇經八脉、十二經の常道、有るが若くならずと雖も、亦諸絡脉の微妙の若くなるに非ず。

　　任督二脉の直行の者、既已（すで）に之を十四經に列す、

　　其の陰陽維蹻、衝、帶の六脉と、則ち別に編末に具して、以て參考に備う。

■■　十四経発揮巻上

許昌攖寧生滑伯仁著

許昌攖寧生滑伯仁著（きょしょうのえいねいせいかつじゅはくじんちょ）

■手足陰陽流注篇

●凡人両手足、各有三陰脈三陽脈、以合爲十二経也。

　◎三陰、謂太陰、少陰、厥陰。

　◎三陽、謂陽明、太陽、少陽也。

　◎人両手足、各有三陰脈、三陽脈、相合爲十二経也。

　◎手三陰、謂太陰肺経、少陰心経、厥陰心包経。

　◎手三陽、謂陽明大腸経、太陽小腸経、少陽三焦経。

　◎足三陰、謂太陰脾経、少陰腎経、厥陰肝経。

　◎足三陽、謂陽明胃経、太陽膀胱経、少陽胆経。

　◎謂之経者、以血気流行、経常不息者而言。

　◎謂之脈者、以血理分邪行體者而言也。

●凡（およ）そ、人の両手足、各（おのおの）三陰の脈、三陽の脈有り、以（もって）合（ごう＝あわせて）して十二経と爲也（なるなり）。

　◎三陰は、謂（いわゆ）る太陰、少陰、厥陰。

　◎三陽は、謂（いわゆ）る陽明、太陽、少陽也（なり）。

　◎人の両の手足、各（おのおの）三陰の脈、三陽の脈有り、相（あい＝あわし）合（ごう）して十二経と爲也（なるなり）。

　◎手の三陰は、謂（いわゆ）る太陰は肺経、少陰は心経、厥陰は心包経。

　◎手の三陽は、謂（いわゆ）る陽明は大腸経、太陽は小腸経、少陽三は焦経。

　◎足の三陰は、謂（いわゆ）る太陰は脾経、少陰は腎経、厥陰は肝経。

　◎足の三陽は、謂（いわゆ）る陽明は胃経、太陽は膀胱経、少陽は胆経。

　◎之（これ）を経（けい）と謂（いう）（者）は、血気流行（けっきりゅうこう）、経常不息（けいじょうやまざる）者（もの）を以（もって）而言（い）う。

　◎之を脈と謂者（いうもの）は、血理（けつり）分邪（ぶんさ＝わかれ、ななめに）して體（たい）を行者（ゆくもの）を以（もって）而言也（いうなり）。

●手之三陰、従蔵走至手、手之三陽、従手走至頭、足之三陽、従頭下（原本「下」の字の下に「走」字あり）至足、足之三陰、従足上走入腹。

　◎手三陰従蔵走至手、

　◎謂

　◎手太陰起中焦、至出大指之端、

　◎手少陰起心中、至出小指之端、

　◎手厥陰起胸中、至出中指之端。

　◎手三陽従手走至頭、

　◎謂

　◎手陽明起大指次指之端、至上挟鼻孔、

　◎手太陽起小指之端、至目内眥、

　◎手少陽起小指次指之端、至目鋭眥。

　◎足三陽従頭走至足、

　◎謂

　◎足陽明起於鼻、至入中指内間、

　◎足太陽起目内眥、至小指外側端、

　◎足少陽起目鋭眥、至入小指次指間。

　◎足三陰従足走入腹、

　◎謂

　◎足太陰者起大指之端、至属脾絡胃、

　◎足少陰起足心、至属腎絡膀胱、

　◎足厥陰起大指聚毛、至属肝絡胆。

　◎足三陰雖曰従足入腹、

　◎然太陰乃復上膈挾咽、散舌下、

　◎少陰乃復従腎上挾舌本、

　◎厥陰乃復（原本「腹」字に作るが「復」に正す）上出額、與督脈会于巓。

　◎兼

　◎手太陰従肺系横出腋下、
　◎手少陰従心系上肺出腋下、
　◎手厥陰循胸出脇、上抵腋下。

　◎此又秦越人所謂諸陰脈、皆至頸胸而還者也。

　◎而厥陰則又上出於巓、蓋厥陰、陰之盡也、

　◎所以然者、示陰無可盡之理、

　◎亦猶『易』之碩果不食、示陽無可盡之義也。

　◎然『易』之陰陽以気言、

　◎人身之陰陽以蔵象言、気則無形、而蔵象有質、気陽而質陰也。

　◎然則無形者貴乎陽、有質者貴乎陰歟。

●手之三陰は、蔵従（よ）り走り、手に至る、手之三陽は、手従（よ）り走り頭に至る、足之三陽は、頭従（よ）り下り走りて足に至る、足之三陰は、足従り上り走りて腹に入る。

　◎手三陰は、蔵従り走りて手に至る、

　◎謂（いわゆ）る
　◎手太陰は、中焦に起り、至りて大指之端に出ず、

　◎手少陰は、心中に起り、至りて小指之端に出ず、

　◎手厥陰は、胸中に起り、至りて中指之端に出ず。

　◎手の三陽は手従（よ）り走りて頭に至るとは、

　◎謂（いわゆ）る
　◎手陽明は、大指の次指（じし＝人差し指）之端に起り、至りて上り鼻孔（びこう）を挟（さしはさ）み、

　◎手太陽は、小指之端に起り、目の内眥（ないし＝まがしら）に至り、

　◎手少陽は、小指次指（しょうしじし＝紅差し指）之端に起り、目の鋭眥（えいし＝まなじり）に至る。

　◎足の三陽は、頭従り走って足に至る、

　◎謂（いわゆ）る
　◎足の陽明は於鼻に起り、中指の内間に至り入る、

　◎足の太陽は目内眥に起り、小指の外側の端に至る、

　◎足の少陽は目鋭眥に起り、小指次指の間に至り入る。

　◎足の三陰は、足従り走りて腹に入る、

　◎謂（いわゆ）る
　◎足の太陰者（は）、大指之端に起り、至って脾に属し胃を絡う、

　◎足の少陰は、足心に起り、至って腎に属し膀胱を絡う、

　◎足の厥陰は、起大指聚毛、至って肝に属し胆を絡う。

　◎足三陰は、足従（よ）り腹に入ると曰うと雖も、

　◎然（しかれ）ども、太陰は乃ち復（また）、膈に上りて咽（のど）を挾（はさ）み、舌下に散じ、

　◎少陰は乃ち復（また）、腎従り上って舌本を挾み、

　◎厥陰は乃ち復（また）（原本「腹」字に作るが「復」に正す）上って額に出で、督脈與（と）于巓（いただき）に会す。

　◎兼（かね）て
　◎手の太陰は、肺系従り横に腋下に出で、

　◎手の少陰は、心系従り肺に上（のぼり）て腋下に出で、

　◎手の厥陰は、胸に循り脇に出で、上りて腋下に抵（いた）る。

　◎此れ又、秦越人、所謂（いわゆる）諸陰脈、皆頸胸に至って而還者（かえるもの）也。

　◎而（しか）れども、厥陰は則ち、又（また）上りて於巓（いただき）に出で、蓋（けだ）し、厥陰は、陰之盡（つく）る也、

　◎然る所以（ゆえん）者（は）、陰の盡（つく）可（べ）き無（なき）之理を示す、

　◎亦（また）猶（なお）『易』之碩（おおい）なる果（この）不食（くらわず）、陽の盡可之義（つくべきのぎ）無きことを示す也。

　◎然れども『易』之陰陽は気を以って言う、

　◎人身之陰陽は蔵象を以って言う、気は則ち形無し、而蔵象は質（かたち）有り、気は陽にして而質（かたち）陰也。

　◎然れば則ち、形無き者は乎陽を貴（たっと）ぶ、質（かたち）有る者は、乎陰を貴ぶ歟（か）。

●絡脈伝注、周流不息。

　◎絡脈者、本経之旁支、而別出以聯絡於十二経者也。

　◎本経之脈、由絡脈而交他経、他経之交、亦由是焉。

　◎伝注周流、無有停息也。

　◎夫十二経之有絡脈、猶江漢之有沱潜也。

　◎絡脈之伝注於他経、猶沱潜之旁導於他水也。

　◎是以

　◎手太陰之支者、従腕後出次指端、而交於手陽明。

　◎手陽明之支者、従缺盆上挾口鼻、而交於足陽明。

　◎足陽明之支者、別跗上、出大指端、而交於足太陰。

　◎足太陰之支者、従胃別上膈、注心中而交於手少陰。

　◎手少陰則直自本経少衝穴、而交於手太陽、不假支授、蓋君者出令者也。

　◎手太陽之支者、別頬上至目内眥、而交於足太陽。

　◎足太陽之支者、従膊内左右別下合膕中、下至小指外側端、而交於足少陰。

　◎足少陰之支者、従肺出、注胸中而交於手厥陰。

　◎手厥陰之支者、従掌中循小指次指出其端、而交於手少陽。

　◎手少陽之支者、従耳後出、至目鋭眥而交於足少陽。

　◎足少陽之支者、従跗上入大指爪甲、出三毛支交於足厥陰。

　◎足厥陰之支者、従肝別貫膈、上注肺而交於手太陰也。

●絡脈伝注、周流して息（や）まず。

　◎絡脈は、本経の旁支にして、別れ出て以て十二経を聯絡（れんらく）する者也。

　◎本経の脈は、絡脈に由て他経に交り、他経の交りも、亦是に由る。

　◎伝注周流して、停息すること有ること無し也。

　◎夫れ十二経の絡脈有るは、猶お江漢の沱潜（だせん：枝流れ）有るが如し。

　◎絡脈の他経に伝注するは、猶お沱潜（だせん）の旁より他水に導くが如し。

　◎是を以て

　◎手の太陰の支なる者は、腕後従り次指の端に出て、手陽明に交る。

　◎手の陽明の支なる者は、缺盆従り上って口鼻を挾みて、足陽明に交る。

　◎足の陽明の支なる者は、跗上に別れて、大指の端に出て、足太陰に交る。

　◎足の太陰の支なる者は、胃従り別れて膈に上り、心中に注いで、手の少陰に交る。

　◎手の少陰は則ち直ちに本経少衝の穴自（よ）り、手の太陽に交りて、支授（しじゅ：枝の授け）を（か）假りず、蓋し君は令を出す者也。

　◎手の太陽の支なる者は、頬より別れて上って目の内眥に至り、足の太陽に交る。

　◎足の太陽の支なる者は、膊内の左右従り別れ下って膕中に合し、下って小指の外側の端に至って、足少陰に交る。
　◎足の少陰の支なる者は、肺従り出て、胸中に注ぎ、手厥陰に交る。

　◎手の厥陰の支なる者は、掌中従り小指次指を循り、其の端に出て、手の少陽に交る。

　◎手の少陽の支なる者は、耳後従り出て、目の鋭眥に至って、足の少陽に交る。

　◎足の少陽の支なる者は、跗上従り大指の爪甲に入り、三毛に出て、足の厥陰に交る。

　◎足の厥陰の支なる者は、肝従り別れて膈を貫き、上って肺に注いで手の太陰に交る也。
●故経脈者、行血気、通陰陽、以栄於身者也。

　◎通結上文、以起下文之義。

　◎経脈之流行不息者、所以運行血気、流通陰陽、以栄養於人身者也。

　◎不言絡脈者、挙経以該之。

●故に経脈は、血気を行らし、陰陽を通じて、以て身を栄する者也。

　◎上文を通結して、以て下文の義を起す。

　◎経脈の流行して息まざる者は、血気を運行し、陰陽を流通して、以て人身を栄養する所以（ゆえん）の者也。

　◎絡脈を言わざる者は、経を挙げて以て之を該（がい）す。

●其始従中焦、注手太陰陽明、陽明注足陽明太陰、太陰注手少陰太陽、太陽注足太陽少陰、少陰注手心主少陽、少陽注足少陽厥陰、厥陰復還注手太陰。

　◎始於中焦、注手太陰、終於注足厥陰、是経脈之行一周身也。

●其の始め中焦従り、手の太陰陽明に注ぎ、陽明足の陽明太陰注ぎ、太陰手の少陰太陽注ぎ、太陽足の太陽少陰注ぎ、少陰手の心主少陽注ぎ、少陽足の少陽厥陰注ぎ、厥陰復た還って手太陰に注ぐ。

　◎中焦に始まり、手の太陰に注ぎ、足の厥陰に注ぐに終る、是れ経脈の行り、身を一周する也。

●其気常以平旦爲紀（句）（原本「句」を「右」に作る。正す。断句の意味）。以漏水下百刻、昼夜流行、與天同度、終而復始也。

　◎気、営気。

　◎紀、統紀也。

　◎承上文言経脈之行、

　◎其始則起自中焦、其気則常以平旦爲紀也。

　◎営気、常以平旦之寅時爲紀、

　◎由中焦而始注手太陰、以次流行也。

　◎不言血者、気行則血行。

　◎可知漏水下百刻、昼夜流行。

　◎與天同度者、言一昼夜漏下百刻之内、

　◎人身之経脈流行無有窮止、與天同一運行也。

　◎蓋

　◎天以三百六十五度四分度之一爲一周天、而終一昼夜、

　◎人之栄衛、則以五十度周於身、

　◎気行一万三千五百息、脈行八百一十丈、而終一昼夜、

　◎適當明日之寅時、而復会于手太陰。

　◎是與天同度、終而復始也。

　◎或云、

　◎昼夜漏刻有長短、其営気盈縮當何如、然漏刻雖有短長之殊、

　◎而五十度周身者、均在其中、不因漏刻而有盈縮也。

　◎右本篇正文、與『金蘭循経』同。
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●其の気常に平旦を以て紀（き：はじめ）（句）（原本「句」を「右」に作る。正す。断句の意味）と爲す。以て漏水（ろうすい：水時計）の下ること百刻、昼夜流行、天と度をを同うし、終って復た始まる也。

　◎気は、営気。

　◎紀は、統紀（とうき：すべしらす）也。

　◎上の文を承（う）けて言う。
　◎経脈の行、其の始めは則ち中焦自（よ）り起り、其の気は則ち、常に平旦を以て紀と爲す也。

　◎営気、常に平旦の寅の時を以て紀と爲す。
　◎中焦に由って始めて手の太陰に注ぎ、次を以て流行する也。

　◎血を言わざる者は、気行くときは則ち血行くこと知可（しんぬべし）。

　◎漏水下ること百刻、昼夜流行。

　◎天と度を同うすとは者、言うは一昼夜漏下。
　◎百刻の内、人身の経脈流行窮止（きゅうし：とどまり）すること有ること無し。

　◎天と同一運行也。

　◎蓋し

　◎天は三百六十五度。四分度の一を以て一周天となして爲して一昼夜を終る、

　◎人の栄衛は、則ち五十度を以て身を周る。
　◎気行くこと一万三千五百息、脈行くこと八百一十丈にして、一昼夜を終る、

　◎適（また）明日（めいじつ）の寅の時に當って、復た手の太陰に会す。

　◎是れ天と度を同うし、終って復た始まる也。

　◎或いは云う、

　◎昼夜漏刻、長短有り、其の営気の盈縮（えいしゅく：みちちじみ）當（まさ）に何如（いかん）が、然り、漏刻（ろうこく：時計）短長の殊（こと）なること有りと雖も、

　◎而（しかも）五十度。身を周る者、均しく其の中に在り、漏刻（ろうこく）に因（よ）らずして盈縮（えいしゅく）有る也。

　◎右本篇の正文は、與『金蘭循経』と同じ。

十四経発揮巻上終

■■　十四経発揮巻中

■手足陰陽流注篇
（※手太陰肺經）
　◎手太陰肺經穴歌

　◎手太陰肺十一穴、

　◎中府雲門天府列、

　◎侠白尺澤孔最存、

　◎列缺經渠太淵渉、

　◎魚際少商如韭葉、

　◎手の太陰肺經の穴歌

　◎手の太陰肺、十一穴、

　◎中府、雲門、天府列なる、

　◎侠白、尺澤、孔最存す、

　◎列缺、經渠、太淵渉（わた）る、

　◎魚際、少商韭葉の如し、
●手太陰、肺之經

　○（凡十一穴、左右共二十二穴。是經多氣少血）

　○肺之爲藏、六葉兩耳、四垂如蓋、附著於脊之第三椎中、有二十四空、行列分布諸藏清濁之氣、爲五藏華蓋云。

●手の太陰、肺の經

　○（凡て十一穴、左右共に二十二穴。是經多氣少血）

　○肺の藏爲（た）ること、六葉兩耳、四垂（よもにたれて）蓋（がい）の如く、脊の第三椎に附著す、中に二十四空有り、諸藏清濁の氣、行列分布して、五藏の華蓋（かがい：花笠）と爲すと云う。
●手太陰之脈、起於中焦、下絡大腸、還循胃口、上膈屬肺、

　○起、發也。

　○絡、繞也。

　○還、復也。

　○循、巡也、又依也、治也。

　○屬、會也。

　○中焦者、在胃中脘、當臍上四寸之分。

　○大腸、註見本經。

　○胃口、胃上下口也。

　○胃上口、在臍上五寸上脘穴、

　○下口在臍上二寸下脘穴之分也。

　○膈者、隔也、

　○凡人心下有膈膜與脊脅周回相著、

　○所以遮膈濁氣、不使上薫於心肺也、

　　◎手太陰起於中焦、受足厥陰之交也。

　　◎由是循任脈之外、足少陰經脈之裏、以次下行、當臍上一寸水分穴之分、繞絡大腸、手太陰陽明相爲表裏也。

　　◎乃復行本經之外、上循胃口、邐迤上膈而屬會於肺、榮氣有所歸於本臟也。

●手太陰の脈は、中焦に起り、下って大腸を絡ひ、還りて胃口を循り、膈に上りて肺に屬す。

　○起は發也。

　○絡は繞（まとう）也。

　○還は復（かえる）也。

　○循は巡（めぐる）也、又依也、治也。

　○屬は會也。

　○中焦は、胃の中脘に在り。臍の上四寸の分に當る。
　○大腸の註は本經に見えたり。

　○胃口は胃の上下の口也。

　○胃の上口は、臍上五寸上脘穴に在り。
　○下口は臍上二寸下脘穴の分に在（あ）る也。
　○膈は、隔也、

　○凡そ人の心下に膈膜有り。脊脅と周回して相著く、

　○濁氣を遮膈（しゃかく：さえぎり）して、上の心肺を薫（くん）ぜしめざる所以なり。

　　◎手の太陰は中焦に起り、足厥陰の交りを受く也。

　　◎是に由って、任脈の外、足の少陰經脈の裏を循り、次を以って下行し、臍上一寸水分穴の分に當って、大腸を繞絡（ぎょうらく：めぐりめぐり）して、手の太陰と陽明と表裏を相爲す也。

　　◎乃ち復た本經の外を行き、上って胃口を循り、邐迤（りだ；連なりつらなって）として膈に上り肺に屬會す。榮氣本臟に歸する所有る也。
●從肺系横出腋下、下循臑内、行少陰心主之前、下肘中。

　○肺系、謂喉嚨也。

　○喉以候氣、下接於肺。

　○肩下脇上際曰腋。

　○膊下對腋處爲臑、肩肘之間也。

　○臑盡處爲肘、肘、臂節也。

　　◎自肺臟循肺系出而横行、循胸部第四行之中府、雲門、以出腋下、下循臑内、歴天府、侠白、行手少陰、手心主之前、下入肘中、抵尺澤穴也。

　　◎蓋手少陰循臑臂出手小指之端、手心主循臑臂出中指之端、手太陰則行乎二經之前也。

　　　・中府穴、在雲門下一寸、乳上三肋間、動脈應手陷中。

　　　・雲門、在巨骨下、挾氣戸傍二寸陷中、動脈應手、擧臂取之。

　　　・天府、在腋下三寸臑内廉動脈中。

　　　・侠白、在天府下去肘五寸動脈中。

　　　・尺澤、在肘中納文上動脈中。

●肺の系より横に腋下に出て、下って臑内を循って、少陰心主の前を行き、肘中に下る。

　○肺系は謂る喉嚨（こうろう）也。
　○喉は以て氣を候う。下は肺に接す。

　○肩下脇上（けんかえきじょう）の際（さかい）を腋と曰う。

　○膊下腋（はくかえき）に對する處を臑と爲す。肩と肘の間也。

　○臑の盡る處を肘と爲す。肘は臂（ひ：ひじ）の節（ふし）也。

　　◎肺の臟より肺系を循り、出て横行して、胸部第四行の中府、雲門を循り、以て腋下に出て、下って臑内を循り、天府、侠白を歴て、手の少陰、手の心主の前を行き、下って肘中に入り、尺澤穴に抵（いた）る也。

　　◎蓋し手の少陰は臑臂を循って手の小指の端に出づ。手の心主は臑臂を循って中指の端に出づ、手の太陰は則ち二經の前を行く也。

　　　・中府穴、雲門の下一寸、乳の上、三肋の間、動脈手に應ずる陷中に在り。

　　　・雲門、巨骨の下、氣戸の傍を挾むこと二寸陷（くぼか）なる中に在り。動脈手に應ず。臂を擧げて之を取る。

　　　・天府、腋下三寸、臑の内廉、動脈の中に在り。

　　　・侠白、天府の下、肘を去ること五寸、動脈の中に在り。

　　　・尺澤、肘中の約（版本「納」に作る）文の上、動脈の中に在り。
●循臂内上骨下廉、入寸口上魚（句）、循魚際、出大指之端。

　○肘以下爲臂。

　○廉、隅也、邊也。

　○手掌後高骨傍動脈爲關。

　○關前動脈爲寸口。

　○曰魚、曰魚際云者、謂掌骨之前、大指本節之後、其肥肉隆起處、統謂之魚。

　○魚際、則其間之穴名也。

　○端、杪也、

　　◎既下肘中、乃循臂内、上骨之下廉、歴孔最、列缺、入寸口之經渠、太淵、以上魚、循魚際出大指之端、至少商穴而終也。

　　　・孔最穴、去腕上七寸。

　　　・列缺、去腕側上一寸五分、以手交叉、頭指（當作食指）末筋骨罅中、絡穴也。

　　　・經渠、在寸口陷中。

　　　・太淵、在掌後陷中。

　　　・魚際、在大指本節後内側散脈中。

　　　・少商、在大指端内側、去爪甲如韭葉、白肉内宛宛中。

●臂内上骨の下廉を循り、寸口に入り、魚に上りて魚際を循りて、大指の端に出づ。

　○肘より以下を臂と爲す。

　○廉は隅（すみ）也、邊（ほとり）也。

　○手の掌後高骨の傍、動脈を關と爲す。

　○關前の動脈を寸口と爲す。

　○魚と曰い、魚際と曰う。云う者は、謂（いわゆ）る掌骨の前、大指の本節の後、其の肥肉隆起する處を統て之を魚と謂う。

　○魚際は、則ち其の間の穴名也。

　○端は、杪（こずえ）也、

　　◎既に肘中に下り、乃ち臂内、上骨の下廉を循り、孔最、列缺を歴、寸口の經渠、太淵に入り、以て魚に上る。魚際を循りて大指の端に出て、少商穴に至って終る也。

　　　・孔最穴、腕の上を去ること七寸。

　　　・列缺、腕の側上を去ること一寸五分、手を以て交叉して、頭指（當作「食指」）の末、筋骨罅中（ろちゅう；穴ある中）、絡穴也。

　　　・經渠、寸口陷なる中に在り。

　　　・太淵、掌後陷なる中に在り。

　　　・魚際、大指本節の後、内側の散脈中に在り。

　　　・少商、大指の端、内側、爪甲を去ること韭葉（きゅうよう；ニラのは）の如く、白肉の内宛宛（えんえん）たる中に在り。
●其支者、從腕後直出次指内廉出其端。

　○臂骨盡處爲腕。

　○脈之大隧爲經、交經者爲絡。

　　◎本經終於出大指之端矣、此側從腕後列缺穴、達次指内廉出其端、而交於手陽明也。

　▲是動則、病肺脹滿、膨膨而喘欬、缺盆中痛、甚則交兩手而瞀、此爲臂厥。

　▲是主肺所生病者、咳嗽上氣、喘喝煩心、胸滿、臑臂内前廉痛、掌中熱。

　▲氣盛有餘、則肩背痛、風寒（寒字疑衍）汗出中風、小便數而欠。

　▲虚則肩背痛寒、少氣不足以息、溺色變、卒遺失無度。

　▲盛者、寸口大三倍於人迎。

　▲虚者、寸口反小於人迎也。

●其の支なる者は、腕後從り直（すぐ）に次指の内廉に出て、其の端に出づ。

　○臂骨の盡（つく）る處を腕と爲す。

　○脈の大隧（だいずい：深くめぐる）を經と爲す。經に交る者を絡と爲す。

　　◎本經は大指の端に出（いず）るに終る。此れ則ち腕後列缺の穴從（よ）り、次指の内廉に達し、其の端に出て、手の陽明に交る也。

　▲是れ動ずるときは病む。肺脹滿、膨膨として喘欬し、缺盆の中痛む、甚しきときは、兩手を交へて瞀（ぼう：しびりこわり）す、此を臂厥と爲す。
　▲是れ肺を主として生ずる所の病は、咳嗽、上氣、喘喝、煩心、胸滿、臑臂の内前廉痛み、掌中熱す。

　▲氣盛に有餘なるときは、肩背痛み、風寒（「寒」字疑衍）汗出て風に中らる、小便數にして欠す。

　▲虚するときは肩背痛み寒ゆ、少氣にして以って息するに足らず、溺（ゆばり：尿）色變ず、卒（にわか）かに遺失して度（ど：かぎり）無し。

　▲盛なる者は、寸口大なること人迎に三倍す。

　▲虚する者は、寸口反て人迎より小也。

（※手陽明大腸之經）
　◎手陽明大腸經穴歌

　◎手陽明穴商陽起、

　◎二間三間合谷藏、

　◎陽谿遍歴歴温溜、

　◎下廉上廉三里長、

　◎曲池肘髎迎五里、

　◎臂臑肩髃巨骨當、

　◎天鼎扶突禾髎接、

　◎終以迎香二十穴、

　◎手の陽明大腸經の穴歌

　◎手陽明の穴、商陽に起り、

　◎二間、三間、合谷に藏る、

　◎陽谿、遍歴、温溜を歴、

　◎下廉、上廉、三里長し、

　◎曲池、肘髎、五里に迎い、
　◎臂臑、肩髃、巨骨に當る、
　◎天鼎、扶突、禾髎に接す、
　◎終るに迎香を以てす二十穴、
●手陽明大腸之經

　○（凡二十穴、左右共四十穴。是經氣血倶多）

　○大腸長二丈一尺、廣四寸、當臍右廻十六曲。

●手の陽明大腸の經

　○（凡て二十穴、左右共に四十穴。是經氣血倶に多）

　○大腸の長さ二丈一尺、廣さ四寸、臍に當りて右に廻ること十六曲。
●手陽明之脈、起於大指次指之端、循指上廉、出合谷兩骨之間、上入兩筋之中。

　○大指次指、大指之次指、謂食指也。

　○手陽明、大腸經也。

　○凡經脈之道、陰脈行手足之裏、陽脈行手足之表。

　　◎此經起於大指次指之端、商陽穴、受手太陰之交、行於陽之分也。

　　◎則是循指之上廉、歴二間、三間、以出合谷兩骨之間、復上入陽谿兩筋之中。

　　　・商陽、在手大指次指内側、去爪甲角如韭葉。

　　　・二間、在手大指次指本節前、内側陷中。

　　　・三間、在手大指次指本節後、内側陷中。

　　　・合谷、在手大指次指岐骨間陷中。

　　　・陽谿、在腕中上側兩筋間陷中。

●手の陽明の脈は、大指の次指の端に起り、指の上廉を循って、合谷の兩骨の間に出で、上って兩筋の中に入る。

　○大指次指は、大指の次指、謂る食指（人差し指）也。

　○手の陽明は、大腸の經也。

　○凡そ經脈の道、陰脈は手足の裏を行き、陽脈は手足の表を行く。

　　◎此の經は大指次指の端、商陽穴に起り、手の太陰の交りを受けて、陽の分を行く也。

　　◎是に由って指の上廉を循り、二間、三間を歴て、以て合谷兩骨の間に出て、復た上って陽谿兩筋の中に入る。

　　　・商陽、手の大指次指の内側に在り、爪甲の角を去ること韭葉の如し。

　　　・二間、手の大指次指の本節の前、内側陷中に在り。

　　　・三間、手の大指次指の本節の後、内側陷中に在り。

　　　・合谷、手の大指次指の岐骨の間陷中に在り。

　　　・陽谿、腕中の上側兩筋の間陷中に在り。
●循臂上廉、入肘外廉、循臑外前廉、上肩。

　　◎自陽谿而上、循臂上廉之遍歴、温溜、下廉、上廉、三里、入肘外廉之曲池、循臑外前廉、歴肘髎、五里、臂臑、絡臑會、上肩、至肩髃穴也。

　　　・遍歴、在腕中後三寸。

　　　・温溜、在腕後、小士六寸、大士五寸。

　　　・下廉、在輔骨下、去上廉一寸。

　　　・上廉、在三里下一寸。

　　　・三里、在曲池下二寸、按之肉起。

　　　・曲池、在肘外輔骨屈肘曲骨之中、以手拱胸取之。

　　　・肘髎、在肘大骨外廉陷中。

　　　・五里、在肘上三寸、行向裏、大脈中央。

　　　・臂臑、在肘上七寸。

　　　・臑會、見手少陽經、手陽明之絡也。

　　　・肩髃、在肩端、兩骨間陷者宛宛中、擧臂有空。

●臂の上廉を循って、肘の外廉に入り、臑外の前廉を循って、肩に上る。

　　◎陽谿自（よ）り上って、臂の上廉の遍歴、温溜、下廉、上廉、三里を循り、肘の外廉の曲池に入る、臑外前廉を循り、肘髎、五里、臂臑を歴、臑會を絡う、肩に上って、肩髃穴に至る也。
　　　・遍歴、腕中の後三寸に在り。

　　　・温溜、腕後、小士は六寸、大士は五寸に在り。

　　　・下廉、輔骨の下、上廉を去ること一寸に在り。

　　　・上廉、三里の下一寸に在り。

　　　・三里、曲池の下二寸に在り、之を按せば肉起る。

　　　・曲池、肘の外輔骨、肘を屈めて曲骨の中に在り、手を以て胸に拱（こまぬ：胸に組む）いて之を取る。

　　　・肘髎、肘の大骨外廉、陷なる中に在り。
　　　・五里、肘の上三寸に在り、裏に向うて、大脈の中央に行く。

　　　・臂臑、肘上七寸に在り。

　　　・臑會、手の少陽經に見えたり、手の陽明の絡也。

　　　・肩髃、肩端、兩骨の間、陷なる者宛宛たる中に在り、臂を擧れば空有り。
●出髃骨之前廉、上出柱骨之會上。

　○肩端兩骨間、爲髃骨。

　○肩胛上際會處、爲天柱骨。

　　◎出髃骨前廉、循巨骨穴、上出柱骨之會上、會於大椎。

　　　・巨骨穴、在肩端上、行兩叉骨間陷中。

　　　・大椎、見督脈、手足三陽、督脈之會。

●髃骨の前廉に出て、上って柱骨の會上に出づ。
　○肩端兩骨の間を、髃骨と爲す。
　○肩胛の上際會する處を、天柱骨と爲す。

　　◎髃骨前廉に出て、巨骨の穴を循り、上って柱骨の會上に出て、大椎に會す。
　　　・巨骨穴、肩端上行兩叉骨の間陷なる中に在り。

　　　・大椎は、督脈に見えたり、手足の三陽、督脈之會。
●下入缺盆、絡肺、下膈、屬大腸。

　　◎自大椎而下入缺盆、循足陽明經脈外、絡繞肺臟、復下膈、當天樞之分、會屬於大腸。

　　　・缺盆、天樞、見足陽明經。

●下って缺盆に入って、肺を絡い、膈に下り、大腸に屬す。

　　◎大椎自り下って缺盆に入り、足の陽明經脈の外を循り、肺の臟を絡繞（らくぎょう：まといめぐり）して、復た膈を下り、天樞の分に當って會し、大腸に屬す。

　　　・缺盆、天樞は、足の陽明經に見えたり。
●其支別者、從缺盆上頸貫頬、入下齒縫中。

　○頭莖爲頸。

　○耳以下曲處爲頬。

　○口前小者爲齒。

　　◎其支別者、自缺盆上行於頸、循天鼎、扶突上貫於頬、入下齒縫中。

　　　・天鼎、在頸、缺盆直扶突後一寸。

　　　・扶突、在氣舍後一寸五分、仰而取之。

　　　・又云、在人迎後一寸五分。

●其の支別なる者は、缺盆從り頸に上り、頬を貫き、下齒の縫中に入る。

　○頭莖を頸と爲す。

　○耳より以下曲る處を頬と爲す。

　○口の前小なる者を齒と爲す。

　　◎其の支別なる者は、缺盆自り頸に上行し、天鼎、扶突を循り上って頬を貫き、下齒の縫中に入る。

　　　・天鼎、頸に在り、缺盆より直ちに扶突の後へ一寸。

　　　・扶突、〔氣舍の後一寸五分に在り；これは衍文を疑う〕、仰いで之を取る。

　　　・又云く、人迎の後一寸五分に在り。

●還出挾口、交人中、左之右、右之左、上挾鼻孔。

　○口唇上、鼻柱下、爲人中。

　　◎既入齒縫、復出挾（原本「夾」に作る。「挾」に正す）兩口吻、相交於人中之分、左脈之右、右脈之左、上挾鼻孔、循禾髎、迎香、而終以交於足陽明也。

　　　・人中穴、見督脈、爲手陽明、督脈之會。

　　　・禾髎、在鼻孔下、挾水溝旁五分。

　　　・迎香、在禾髎上一寸、鼻孔旁五分。

　▲是動、則病齒痛䪼腫。

　▲是主津液所生病者、目黄、口乾、鼻衄、喉痺、肩前臑痛、大指次指痛、不用。

　▲氣有餘則當脈所過者熱腫。

　▲虚則寒慄不復。

　▲盛者、人迎大三倍於寸口。

　▲虚者、人迎反小於寸口也。

●還って出て口を挾み、人中に交り、左は右に之き、右は左に之き、上って鼻孔を挾む。

　○口唇の上、鼻柱下を人中と爲す。

　　◎既に齒縫に入り、復た出て兩口吻を挾み（原本「夾」に作る。「挾」に正す）、人中の分に相交る、左の脈は右に之き、右の脈は左に之き、上って鼻孔を挾み、禾髎、迎香を循り、終に以て足の陽明に交る也。
　　　・人中の穴は、督脈に見えたり、手の陽明、督脈之會と爲す。

　　　・禾髎、鼻孔の下、水溝の旁を挾むこと五分に在り。
　　　・迎香、禾髎の上一寸、鼻孔の旁五分に在り。
　▲是れ動ずるときは、則ち病む、齒痛、腫。

　▲是れ津液を主として生ずる所の病は、目黄み、口乾き、鼻衄、喉痺、肩前臑痛み、大指次指痛みて、用いられず。

　▲氣有餘なるときは、當脈過る所の者熱腫す。

　▲虚するときは、寒慄して復せず。

　▲盛なる者は、人迎大なること寸口に三倍す。

　▲虚する者は、人迎反って寸口より小也。

（※足の陽明胃經穴）
　◎足陽明胃經穴歌

　◎四十五穴足陽明、

　◎承泣四白巨髎經、
　◎地倉大迎頬車峙、

　◎下關頭維人迎對、

　◎水突氣舍連缺盆、

　◎氣戸庫房屋翳屯、

　◎膺窗乳中延乳根、

　◎不容承滿起梁門、

　◎關門太乙滑肉門、

　◎天樞外陵大巨在、

　◎水道歸來氣衝次、

　◎髀關伏兔走陰市、

　◎梁丘犢鼻足三里、

　◎上巨虚連條口位、

　◎下巨虚與及豐隆、

　◎解谿衝陽陷谷中、

　◎内庭厲兌經穴終、

（※足の陽明胃經穴）
　◎足の陽明胃經の穴歌

　◎四十五穴、足の陽明、

　◎承泣、四白、巨髎經る、

　◎地倉、大迎、頬車峙（そばだ）ち、

　◎下關、頭維、人迎對す、

　◎水突、氣舍、缺盆に連なり、

　◎氣戸、庫房、屋翳屯（あつま）る、

　◎膺窗、乳中、乳根に延ぶ、

　◎不容、承滿、梁門起（おこ）る、

　◎關門、太乙、滑肉門、

　◎天樞、外陵、大巨在す、

　◎水道、歸來、氣衝に次ぐ、

　◎髀關、伏兔、陰市に走る、

　◎梁丘、犢鼻、足三里、

　◎上巨虚、條口の位に連なる、

　◎下巨虚は與に豐隆に及ぶ、

　◎解谿、衝陽、陷谷の中、

　◎内庭、厲兌、經穴終る、

●足陽明、胃之經

　○（凡四十五穴、左右共九十穴。是經氣血倶多）

　○胃大一尺五寸、紆曲屈伸、長二尺六寸。
●足の陽明、胃之經

　○（凡て四十五穴、左右共に九十穴。是經氣血倶に多し）

　○胃の大一尺五寸、紆曲屈伸す、長さ二尺六寸。

●足陽明之脈、起於鼻、交頞中、旁約太陽之脈。

●足の陽明の脈は、鼻に起り、頞（あつ：鼻柱）中に交る、旁ら太陽の脈に約（やく：いる）して。

●下循鼻外、入上齒中、還出挾口環唇、下交承漿。

　○頞、鼻莖也、鼻山根爲頞。
　　◎足陽明起於鼻兩旁迎香穴、由是而上、左右相交於頞中、過睛明之分、下循鼻外、歴承泣、四白、巨髎、入上齒中、復出循地倉、挾兩口吻環繞唇下、左右相交於承漿之分也。
　　　・迎香、手陽明經穴。

　　　・睛明、足太陽經穴、手足太陽、少陽、足陽明五脈之會。

　　　・承泣、在目下七分、直瞳子。

　　　・四白、在目下一寸、直瞳子。

　　　・巨髎、在鼻孔旁八分、直瞳子。
　　　・地倉、挾口吻旁四分。

　　　・承漿、見任脈、足陽明、任脈之會。

●下って鼻外を循り、上齒の中に入り、還（また）出て口を挾み、唇を環（めぐり）り下って、承漿に交る。

　○頞（あつ）は、鼻莖也、鼻の山根（さんこん：鼻筋）を頞と爲す。

　　◎足の陽明は鼻の兩旁迎香の穴に起り、是に由って、左右に上り、頞中に相交り、睛明の分に過り、下って鼻外を循り、承泣、四白、巨髎を歴（へ）て、上齒の中に入り、復た出て地倉を循り、兩口吻を挾み、唇を環繞（かんぎょう）して左右に下って、承漿の分に相交る也。

　　　・迎香は、手陽明經の穴。

　　　・睛明は、足太陽經の穴、手足の太陽、少陽、足の陽明五脈の會。

　　　・承泣、目下七分、直瞳子（じきどうし：目の瞳）に在り。

　　　・四白、目下一寸、直瞳子に在り。

　　　・巨髎、鼻孔の旁八分、直瞳子に在り。

　　　・地倉、口吻の旁、四分を挾む。

　　　・承漿、任脈に見えたり、足陽明、任脈の會。

●却循頤後下廉、出大迎、循頬車、上耳前、過客主人、循髮際、至額顱。

　○顋下爲頷、頷中爲頤、顖前爲髮際、髮際前爲額顱。
　　◎自承漿却循頤後下廉、出大迎、循頬車、上耳前、歴下關、過客主人、循髮際、行懸顱、頷厭之分、經頭維、會於額顱之神庭。

　　　・大迎、在曲頷前一寸三分、骨陷中動脈。

　　　・頬車、在耳下曲頬端陷中。

　　　・下關、在客主人下、耳前動脈下廉、合口有空、開口則閉。

　　　・客主人、懸釐、頷厭三穴、並足少陽經、皆手足少陽、陽明之交會。

　　　・頭維、在額角髮際、本神旁一寸五分、神庭旁四寸五分。

　　　・神庭穴、見督脈、足太陽、陽明、督脈之會。
●却（かえ）って頤（おとがい）の後の下廉を循り、大迎に出て、頬車を循り、耳前に上り、客主人を過り、髮際を循って、額顱に至る。

　○顋（あぎと）の下を頷（がん）と爲す、頷中（がんちゅう）を頤（い；おとがい）と爲す、顖前を髮際と爲す、髮際の前を額顱と爲す。

　　◎承漿自（よ）り却（かえ）って頤の後の下廉を循り、大迎に出て、頬車を循り、耳前に上り、下關を歴、客主人を過り、髮際を循り、懸顱、頷厭の分を行き、頭維を經、額顱の神庭に會す。

　　　・大迎、曲頷の前一寸三分、骨陷中の動脈に在り。

　　　・頬車、耳下曲頬の端、陷中に在り。

　　　・下關、客主人の下、耳前動脈の下廉に在り、口を合すれば空有り、口を開けば則ち閉づ。

　　　・客主人、懸釐、頷厭の三穴、並に足の少陽經、皆手足の少陽、陽明の交會。

　　　・頭維、額角髮際に、本神の旁ら一寸五分、神庭の旁ら四寸五分に在り。

　　　・神庭の穴は、督脈に見えたり、足の太陽、陽明、督脈之會。

●其支別者、從大迎前下人迎、循喉嚨、入缺盆、下膈、屬胃絡髀。
　○胸兩旁高處爲膺、膺上横骨爲巨骨、巨骨上陷中爲缺盆。

　　◎其支別者、從大迎前下人迎、循喉嚨、歴水突、氣舍入缺盆、行足少陰兪府之外下膈、當上脘、中脘之分、屬胃絡髀。
　　　・人迎、在頸大脈、動應手、挾結喉旁一寸五分。

　　　・水突、在頸大筋前、直人迎下、氣舍上。

　　　・氣舍、在頸直人迎下、挾天突陷中。

　　　・缺盆、在肩下横骨陷中。

　　　・兪府、見足少陰經。

　　　・上脘、見任脈、足陽明、手太陽、任脈之會。
　　　・中脘、見任脈、手太陽、少陽、足陽明所生、任脈之會。
●其の支別なる者は、大迎の前從（よ）り、人迎に下り、喉嚨を循り、缺盆に入り、膈に下り、胃に屬し髀を絡う。

　○胸の兩旁高き處を膺と爲す、膺上の横骨を巨骨と爲す、巨骨の上陷なる中を缺盆と爲す。

　　◎其の支別なる者は、大迎の前從（よ）り人迎に下り、喉嚨を循り、水突、氣舍を歴て缺盆に入り、足の少陰兪府の外を行ぐり、膈に下り、上脘、中脘の分に當って、胃に屬し髀を絡う。

　　　・人迎、頸の大脈、動して手に應ず、結喉の旁を挾むこと一寸五分に在り。

　　　・水突、頸の大筋の前、直ちに人迎の下、氣舍の上に在り。

　　　・氣舍、頸直ちに人迎の下、天突を挾む陷なる中に在り。

　　　・缺盆、肩下横骨、陷なる中に在り。

　　　・兪府は、足の少陰經に見えたり。

　　　・上脘は、任脈に見えたり、足の陽明、手の太陽、任脈の會。

　　　・中脘は、任脈に見えたり、手の太陽、少陽、足の陽明生ずる所、任脈の會。

●其直行者、從缺盆下乳内廉、下挾臍、入氣衝中。

　　◎直行者、從缺盆而下、下乳内廉、循氣戸、庫房、屋翳、膺窗、乳中、乳根、不容、承滿、梁門、關門、太乙、滑肉門、下挾臍。

　　◎歴天樞、外陵、大巨、水道、歸來諸穴、而入氣衝中也。

　　　・氣戸、在巨骨下、兪府旁二寸陷中。

　　　・庫房、在氣戸下一寸六分陷中、仰而取之。

　　　・屋翳、在庫房下一寸六分陷中、仰而取之。

　　　・膺窗、在屋翳下一寸六分陷中。

　　　・乳中穴、當乳是。

　　　・乳根穴、在乳下一寸六分陷中、仰而取之。

　　　・不容、在幽門旁、相去各一寸五寸。

　　　・承滿、在不容下一寸。

　　　・梁門、在承滿下一寸。

　　　・關門、在梁門下一寸。

　　　・太乙、在關門下一寸。

　　　・滑肉門、在太乙下一寸、下挾臍。

　　　・天樞、在挾臍二寸。

　　　・外陵、在天樞下一寸。

　　　・大巨、在外陵下一寸。

　　　・水道、在大巨下三寸。

　　　・歸來、在水道下二寸。

　　　・氣衝、一名氣街、在歸來下、鼠鼷上一寸、動脈應手宛宛中。
　○自氣戸至乳根（去中行各四寸）、

　○自不容至滑肉門（去中行各三寸）、

　○自天樞至歸來（去中行各二寸）。
●其の直行なる者は、缺盆從り乳の内廉に下り、下に臍を挾み、氣衝の中に入る。

　　◎直行の者は、缺盆從り下、乳の内廉に下り、氣戸、庫房、屋翳、膺窗、乳中、乳根、不容、承滿、梁門、關門、太乙、滑肉門を循り、下って臍を挾む。

　　◎天樞、外陵、大巨、水道、歸來の諸穴を歴て、氣衝の中に入る也。

　　　・氣戸、巨骨の下、兪府の旁二寸陷なる中に在り。

　　　・庫房、氣戸の下一寸六分陷中に在り、仰いで之を取る。

　　　・屋翳、庫房の下一寸六分陷中に在り、仰いで之を取る。

　　　・膺窗、屋翳の下一寸六分陷中に在り。

　　　・乳中穴、乳に當る是（これ）なり。

　　　・乳根穴、乳下一寸六分陷中に在り、仰いで之を取る。

　　　・不容、幽門の旁、相去ること各一寸五寸に在り。

　　　・承滿、不容の下一寸に在り。

　　　・梁門、承滿の下一寸に在り。

　　　・關門、梁門の下一寸に在り。

　　　・太乙、關門の下一寸に在り。

　　　・滑肉門、太乙の下一寸に在り、下って臍を挾む。

　　　・天樞、臍を挾むこと二寸に在り。

　　　・外陵、天樞の下一寸に在り。

　　　・大巨、外陵の下一寸に在り。

　　　・水道、大巨の下三寸に在り。

　　　・歸來、水道の下二寸に在り。

　　　・氣衝、一名氣街、歸來の下、鼠鼷の上一寸、動脈手に應ずる宛宛たる中に在り。

　○氣戸自り乳根に至る（中行を去ること各四寸）、

　○不容自り滑肉門に至る（中行を去ること各三寸〔二寸にすべし〕）、

　○天樞自り歸來に至る（去中行各二寸）。

●其支者、起胃下口、循腹（原本「腸」に作る。「腹」に正す）裏、下至氣衝中而合。

　○胃下口、下脘之分。
　○『難經』云、「太倉下口爲幽門」者是也。

　　◎自屬胃處、起胃下口、循腹裏、過足少陰肓兪之外、本經之裏、下至氣衝中、與前之入氣衝者合。
●其の支なる者は、胃の下口より起り、腹（原本「腸」に作る。「腹」に正す）裏を循り、下って氣衝の中に至って合す。

　○胃の下口は、下脘の分。

　○『難經』に云く、「太倉の下口は幽門と爲す」は是也。

　　◎胃に屬する處自（よ）り、胃の下口に起り、腹裏を循り、足の少陰肓兪の外、本經の裏を過りて、下って氣衝の中に至って、前の氣衝に入るものと合す。

●以下髀關、抵伏兔、下入膝臏中、下循外廉、下足跗、入中指外間。
　○抵、至也。

　○股外爲髀、髀前膝上起肉處爲伏兔、伏兔後交文爲髀關。

　○挾膝解中爲臏。
　○脛骨爲。

　○跗、足面也。
　　◎既相合氣衝中、乃下髀關、抵伏兔、歴陰市、梁丘、下入膝臏中、經犢鼻、下循外廉之三里、巨虚上廉、條口、巨虚下廉、豐隆、解谿、下足跗之衝陽、陷谷、入中指外間之内庭、至厲兌而終也。
　　　・髀關、在膝上伏兔後交文中（一作交分）。

　　　・伏兔、在膝上六寸起肉、正跪坐而取之。一云、膝蓋上七寸。

　　　・陰市、在膝上三寸、伏兎下陷中、拜而取之。

　　　・梁丘、在膝上二寸、兩筋間。

　　　・犢鼻、在膝臏下、骨上、骨解大筋中。
　　　・三里、在膝眼下三寸、骨外大筋内宛宛中、擧足取之、極重按之、則跗上動脈止矣。
　　　・巨虚上廉、在三里下三寸、擧足取之。

　　　・條口、在下廉上一寸、擧足取之。

　　　・巨虚下廉、在上廉下三寸、擧足取之。

　　　・豐隆、在外踝上八寸、下外廉陷中、別走太陰。

　　　・解谿、在衝陽後一寸五分、腕上陷中。

　　　・衝陽、在足跗上五寸、骨間動脈、去陷谷三寸。
　　　・陷谷、在足大指次指間、本節後陷中。

　　　・内庭、在足大指次指外間陷中。

　　　・厲兌、在足大指次指去爪甲如韭葉。
●以って髀關を下り、伏兔に抵（いた）り、下り、膝臏の中に入り、下に䯒の外廉を循り、足跗に下って、中指の外間に入る。

　○抵（てい）は、至（いた）る也。

　○股外を髀（ひ：もも）と爲す、髀前膝の上、起肉（きにく）の處を伏兔と爲す、伏兔の後（後ろとは上方のこと）、交文（こうもん：約文または横紋）を髀關と爲す。

　○膝解（しっかい）の中を挾むを臏（ひん：膝頭）と爲す。

　○脛骨（はぎこつ）を䯒（こう）と爲す。

　○跗（ふ）は、足面（そくめん：足の甲）也。

　　◎既に氣衝の中に相合し、乃ち髀關を下り、伏兔に抵り、陰市、梁丘を歴て、下、膝臏中に入り、犢鼻を經て、下って䯒の外廉の三里、巨虚上廉、條口、巨虚下廉、豐隆、解谿を循る、足跗の衝陽、陷谷に下って、中指の外間の内庭に入り、厲兌に至って終る也。

　　　・髀關、膝の上、伏兔の後、交文（こうもん）の中（一作交分）に在り。

　　　・伏兔、膝上六寸起肉に在り、正しく跪坐（きざ：ひざまずく）して之を取る。一に云く、膝蓋の上七寸。

　　　・陰市、膝上三寸、伏兎の下、陷中に在り、拜して之を取る。

　　　・梁丘、膝上二寸、兩筋の間に在り。

　　　・犢鼻、膝臏（しつひん：膝の骨）の下、䯒骨（こうこつ）の上、骨解（こつかい：関節の骨と骨の間、）大筋の中にに在り。

　　　・三里、膝眼の下三寸、䯒骨の外、大筋の内宛宛たる中に在り、足を擧げて之を取る、極めて重く之を按ずるときは、則ち跗上の動脈止む矣。

　　　・巨虚上廉、三里の下三寸に在り、足を擧げて之を取る。

　　　・條口、下廉の上一寸に在り、足を擧げて之を取る。

　　　・巨虚下廉、上廉の下三寸に在り、足を擧げて之を取る。

　　　・豐隆、外踝の上八寸、䯒の外廉を下る陷中に在り、別れて太陰に走る。

　　　・解谿、衝陽の後一寸五分、腕上（わんじょう：足首の上）陷中に在り。

　　　・衝陽、足の跗上（ふじょう）五寸、骨間、動脈、陷谷を去ること三寸に在り。

　　　・陷谷、足の大指次指の間、本節の後陷中に在り。

　　　・内庭、足の大指次指の外間陷中に在り。

　　　・厲兌、足の大指次指に在り、爪甲を去ること韭葉（きゅうよう）の如し。

●其支者、下膝三寸而別、以下入中指外間。

　　◎此支、自膝下三寸、循三里穴之外別行而下、入中指外間、與前之内庭、厲兌合也。
●其の支なる者は、膝を下ること三寸、別れて、以て下り、中指の外間に入る。

　　◎此の支は、膝下三寸自り、三里穴の外を循り、別れ行きて下って、中指の外間に入り、前の内庭、厲兌と合する也。

●其支者、別跗上、入大指間出其端。
　　◎此支自跗上衝陽穴、別行入大指間、斜出足厥陰行間穴之外、循大指下出其端、以交於足太陰。
　▲是動、即病灑灑然振寒、善伸、數欠、顏黒、病至則惡人與火、聞木音則惕然而驚、心欲動、獨閉戸牖而處、甚則欲上高而歌、棄衣而走、賁嚮腹脹、是爲骭厥。
　▲是主血所生病者、狂、瘧、温淫、汗出、鼽衄、口喎、唇胗、頸腫、喉痺、大腹水腫、膝臏腫痛、循膺、乳、氣街、股、伏兔、外廉、足跗上皆痛、中指不用。
　▲氣盛則身以前皆熱、

　▲其有餘於胃、則消穀善飢、溺色黄。

　▲氣不足、則身以前皆寒慄、

　▲胃中寒、則脹滿。

　▲盛者、人迎大三倍於寸口、

　▲虚者、人迎反小於寸口也。

●其の支なる者は、跗上に別れ、大指の間に入り、其の端に出づ。

　　◎此の支は跗上衝陽の穴自り、別れ行きて大指の間に入り、斜に足の厥陰行間穴の外出て、大指の下を循り其の端に出て、以て足の太陰に交る。

　▲是れ動ずるときは、即ち病、灑灑（さいさい：水をそそぐように）然として振寒し、善く伸び、數（しばしば）欠（あくび）し、顔黒し、病至るときは則ち、人と火とを惡（にく）み、木音を聞くときは則ち惕然（てきぜん）として驚き、心動ぜんと欲す、獨り戸牖（こよう）を閉じて處（お）る、甚しきときは則ち高きに上って歌い、衣を棄てて走らんと欲す、賁嚮（ふんきょう）腹脹す、是れ骭厥（うけつ）と爲す。

　▲是れ血を主として生ずる所の病は、狂、瘧、温淫、汗出、鼽衄、口喎（ゆが）み、唇胗、頸腫、喉痺、大腹水腫、膝臏腫痛、膺乳、氣街、股、伏兔、䯒外廉、足の跗上を循り、皆痛み、中指用いられず。

　▲氣盛なるときは則ち身以前皆熱す、

　▲其の胃に餘り有るときは、則ち穀を消して善く飢え、溺色黄なり。

　▲氣不足するときは、則ち身以前皆寒慄す、

　▲胃中寒するときは、則ち脹滿す。

　▲盛なる者は、人迎大なること寸口に三倍す、

　▲虚なる者は、人迎反て寸口より小也。

（※足太陰脾經）

◎足太陰脾經穴歌

◎二十一穴太陰脾、

◎隱白大都太白隨、

◎公孫商丘三陰交、

◎漏谷地機陰陵坳、
◎血海箕門衝門開、

◎府舍腹結大横排、

◎腹哀食竇連天谿、

◎胸郷周榮大包隨、
◎足の太陰脾經の穴歌

◎二十一穴、太陰脾、

◎隱白、大都、太白隨う、

◎公孫、商丘、三陰交、

◎漏谷、地機、陰陵坳（くぼ）し、

◎血海、箕門、衝門開く、

◎府舍、腹結、大横排す、

◎腹哀、食竇、天谿に連なり、

◎胸郷、周榮、大包隨う、

●足太陰、脾之經

　○（凡二十一穴、左右共四十二穴。是經多氣少血）

　○脾廣三寸、長五寸、掩乎太倉、附著於脊之第十一椎。
●足の太陰、脾の經

　○（凡二十一穴、左右共に四十二穴。是經多氣少血）

　○脾の廣さ三寸、長さ五寸、太倉を掩（おお）う、脊の第十一椎に附著す。

●足太陰之脈、起於大指之端、循指内側白肉際、過覈骨後、上内踝前廉。

　○覈骨、一作核骨、俗云孤枴骨是也。

　○足跟後兩旁起骨爲踝骨。

　　◎足太陰起大指之端隱白穴、受足陽明之交也。

　　◎由是循大指内側白肉際大都穴、過核骨後、歴太白、公孫、商丘、上内踝前廉之三陰交也。

　　　・隱白、在足大指内側端、去爪甲角如韭葉。

　　　・大都、在足大指本節後陷中。

　　　・太白、在足内側核骨下陷中。

　　　・公孫、在足大指本節後一寸、別走陽明。

　　　・商丘、在足内踝下微前陷中。

　　　・三陰交、在内踝上三寸、骨下陷中。
●足の太陰の脈、大指の端に起り、指の内側の白肉際を循り、覈（かく）骨の後を過り、内踝の前廉に上る。

　○覈（かく）骨、一つに核骨に作る、俗に云う孤枴（こがい）骨、是れ也。

　○足の跟（こん：きびす）の後、兩旁の起骨（きこつ）を踝骨（かこつ）と爲す。

　　◎足の太陰は大指の端、隱白穴に起り、足の陽明の交りを受く也。

　　◎是れに由って、大指の内側の白肉際、大都の穴を循り、核骨の後を過ぎ、太白、公孫、商丘を歴て、内踝の前廉の三陰交に上る也。

　　　・隱白、足の大指の内側の端に在り、爪甲角を去ること韭葉の如し。

　　　・大都、足の大指の本節の後、陷中に在り。

　　　・太白、足の内側核骨の下、陷中に在り。

　　　・公孫、足の大指の本節の後一寸に在り、別れて陽明に走る。

　　　・商丘、足の内踝の下、微前（びぜん）陷中に在り。

　　　・三陰交、内踝の上三寸、骨下の陷中に在り。

●上腨内、循骨後、交出厥陰之前。
　○腨、腓腸也。
　　◎由三陰交上腨内、循骨後之漏谷、上行二寸、交出足厥陰經之前、至地機、陰陵泉。
　　　・漏谷、在内踝上六寸、骨下陷中。

　　　・地機、在膝下五寸。

　　　・陰陵泉、在膝下内側、輔骨下陷中、伸足取之。
●腨内（たんない：腓腹筋）に上り、
骨の後を循り、厥陰の前に交り出ず。

　○腨（たん）は、腓腸（はいちょう）也。

　　◎三陰交由（よ）り腨内に上り、骨の後の漏谷を循り、上行すること二寸にして、足の厥陰經の前に交り出て、地機、陰陵泉に至る。

　　　・漏谷、内踝の上六寸、骨下の陷中に在り。

　　　・地機、膝下五寸に在り。

　　　・陰陵泉、膝下の内側、輔骨の下、陷中に在り、足を伸べて之を取る。

●上循膝股内前廉、入腹、屬脾絡胃。

　○髀内爲股。

　○臍上下爲腹。

　　◎自陰陵泉上循膝股内前廉之血海、箕門、迤邐入腹、經衝門、府舍、會中極、關元、復循腹結、大横會下脘（原本「腕」に誤る。「脘」に正す）、歴腹哀、過日月、期門之分、循本經之裏、下至中脘、下脘之際、以屬脾絡胃也。
　　　・血海、在膝臏上、内廉白肉際二寸中。
　　　・箕門、在魚腹上越筋間、陰股内動脈中。

　　　・衝門、上去大横五寸、在府舍下横骨端約中動脈。

　　　・府舍、在腹結下三寸。

　　　・中極、關元、並見任脈、皆足三陰、任脈之會。

　　　・腹結、在大横下一寸三分。

　　　・大横、在腹哀下三寸五分、直臍旁。

　　　・下脘、見任脈、足太陰、任脈之會。
　　　・腹哀、在日月下一寸五分。

　　　・日月、見足少陽經、足太陰、少陽、陽維之會。

　　　・期門、見足厥陰經、足太陰、厥陰、陰維之會也。

　　　・衝門、府舍、腹結、大横、腹哀、去腹中行各四寸半。
●上りて膝股の内前廉を循り、腹に入って、脾に屬し胃を絡う。

　○髀内（ひない）を股と爲す。

　○臍の上下を腹と爲す。

　　◎陰陵泉自り上りて膝股の内、前廉の血海、箕門を循り、迤邐（いり：うねうねとして）として腹に入り、衝門、府舍を經（へ）て、中極、關元に會す。復た腹結、大横を循り、下脘（原本「腕」に誤る。「脘」に正す）に會し、腹哀を歴て、日月、期門の分を過り、本經の裏を循り、下って中脘、下脘の際に至って、以て脾に屬し胃を絡う也。

　　　・血海、膝臏（しつひん：膝蓋骨）の上、内廉白肉の際二寸中に在り。

　　　・箕門、魚腹の上、越筋（えつきん：縫工筋）の間、陰股の内、動脈中に在り。

　　　・衝門、上み大横を去る五寸、府舍の下、横骨の端、約中（やくちゅう：横紋の中）の動脈に在り。

　　　・府舍、腹結の下三寸に在り。

　　　・中極、關元は、並（ならび）に任脈に見えたり、皆足の三陰、任脈の會。

　　　・腹結、大横の下一寸三分に在り。

　　　・大横、腹哀の下三寸五分、直ちに臍の旁らに在り。

　　　・下脘、任脈に見えたり、足太陰、任脈の會。

　　　・腹哀、日月の下一寸五分に在り。

　　　・日月、足の少陽經に見えたり、足の太陰、少陽、陽維の會。

　　　・期門、足の厥陰經に見えたり、足の太陰、厥陰、陰維の會也。

　　　・衝門、府舍、腹結、大横、腹哀、腹の中行を去ること各四寸半。

●上膈、挾咽、連舌本、散舌下。

　○咽、所以嚥物者、居喉之前、至胃長一尺六寸、爲胃系也。

　○舌本、舌根也。

　　◎由腹哀上膈、循食竇、天谿、胸郷、周榮、由周榮外、曲折向下至大包、又自大包外、曲折向上、會中府上行、行人迎之裏、挾咽、連舌本、散舌下而終焉。

　　　・食竇、在天谿下一寸六分、擧臂取之。

　　　・天谿、在胸郷下一寸六分、仰而取之。

　　　・胸郷、在周榮穴下一寸六分陷中、仰而取之。

　　　・周榮、在中府下一寸六分陷中、仰而取之。

　　　・大包、在淵腋下三寸（淵腋見、足少陽）。

　　　・中府、見手太陰經、足太陰之會。

　　　・人迎、見足陽明經。
●膈に上って、咽を挾み、舌本に連なり、舌下に散ず。

　○咽は、物を嚥（のみこ）む所以の者、喉の前に居る、胃に至る。長きこと一尺六寸、胃系（いけい：胃につながる）と爲す也。

　○舌本は、舌根也。

　　◎腹哀由（よ）り膈に上り、食竇、天谿、胸郷、周榮を循り、周榮由り外に、曲折して、下に向い大包に至る。又大包自り外に、曲折して上に向い、中府に會し上行して、人迎の裏に行き、咽を挾み、舌本に連なり、舌下に散じて終る。

　　　・食竇、天谿の下一寸六分に在り、臂（ひじ：上腕）を擧て之を取る。

　　　・天谿、胸郷の下一寸六分に在り、仰で之を取る。

　　　・胸郷、周榮の穴下一寸六分、陷中に在り、仰いで之を取る。

　　　・周榮、中府の下一寸六分、陷中に在り、仰いで之を取る。

　　　・大包、淵腋の下三寸に在り（淵腋は足の少陽に見えたり）。

　　　・中府、手の太陰經に見えたり、足太陰の會。

　　　・人迎、足の陽明經に見えたり。

●其支別者、復從胃別上膈（原本「隔」に誤る。「膈」に正す）、注心中。

　○此支由腹哀別行、再從胃部中脘穴之外上膈、注於膻中之裏心之分、以交於手少陰。
　○中脘、膻中、並任脈穴。
　▲是動、則病舌本強、食則嘔、胃脘痛、腹脹、善噫、得後與氣則快然如衰、身體皆重。
　▲是主脾所生病者、舌本痛、體不能動搖、食不下、煩心、心下急痛、寒瘧、溏、瘕洩、水下、黄疸、不能臥、強立、股膝内瘇、厥、足大指不用。
　▲盛者、寸口大三倍於人迎、

　▲虚者、寸口反小於人迎也。
●其の支別なる者は、復た胃從り別れて膈（原本「隔」に誤る。「膈」に正す）に上り、心中に注ぐ。

　○此の支は腹哀に由り別に行きて、再び胃部、中脘の穴の外從り膈に上り、膻中の裏、心の分に注いで、以て手の少陰に交る。

　○中脘、膻中、並に任脈穴。
　▲是れ動ずるときは、則ち病む。舌本強く、食するときは則ち嘔し、胃脘痛み、腹脹り、善く噫す、後と氣とを得れば則快然として衰うるが如し、身體皆重し。

　▲是れ主として脾を生ずる所の病は、舌本痛み、體動搖すること能わず、食下らず、煩心、心下急痛、寒瘧、溏、瘕洩、水下（※内経・甲乙閉に作る）、黄疸、臥すこと能わず、強立すれば、股膝の内瘇（腫）れ、厥し、足の大指用いられず。

　▲盛なる者は、寸口大なること人迎に三倍し、

　▲虚なる者は、寸口反って人迎より小也。

（※手少陰心經）
◎手少陰心經穴歌、

◎九穴手少陰、

◎極泉青靈少海深、

◎靈道通里陰郄邃、
◎神門少府少衝尋、

◎手の少陰心經の穴歌、

◎九穴、手少陰、

◎極泉、青靈、少海深し、

◎靈道、通里、陰郄邃（ふか）し、

◎神門、少府、少衝尋（たず）ぬ、

●手少陰、心之經

　○（凡九穴、左右共十八穴、是經多氣少血）

　○心形如未敷蓮花、居肺下膈上、附著於脊之第五椎。

●手の少陰心の經

　○（凡て九穴、左右共に十八穴、是經多氣少血）

　○心の形は未だ敷（し）かざる蓮花（れんげ）の如し、肺の下、膈の上に居る、脊の第五椎に附著す。

●手少陰之脈、起於心中、出屬心系、下膈、絡小腸。

　○心系有二、一則上與肺相通、而入肺兩大葉間、

　○一則由肺葉而下、曲折向後、並脊膂、細絡相連、貫脊髓、與腎相通。

　○正當七節之間、蓋五臟系皆通於心、而心通五臟系也。

　　◎手少陰經起於心、循任脈之外屬心系、下膈、當臍上二寸之分、絡小腸。
●手の少陰の脈は、心中に起り、出て心系に屬し、膈に下って、小腸を絡う。

　○心系二つ有り、一つは則ち上み肺と相通じて、肺の兩大葉の間に入る、

　○一つは則ち肺葉由り下って、曲折して後に向い、脊膂（せきりょ：背骨）に並び、細絡と相連って、脊髓を貫き、腎と相通ず。

　○正に七節の間に當る、蓋し五臟の系皆心に通じ、心は五臟の系に通ず也。

　　◎手の少陰の經は心に起り、任脈の外を循り、心系に屬し、膈に下り、臍の上二寸の分に當って、小腸を絡う。

●其支者、從心系、上挾咽、系目。

　　◎支者、從心系出任脈之外、上行而挾咽、系目也。
●其の支なる者は、心系從り上って、咽を挾み、目に系（かか）る。

　　◎支なる者は、心系從り任脈の外に出て、上行して咽を挾み、目に系（かか）る也。

●其直者、復從心系、却上肺、出腋下。

　　◎直者、復從心系、直上至肺臟之分、出循腋下、抵極泉也。

　　◎穴在臂内腋下筋間、動脈入胸。
●其の直なる者は、復た心系從り却って肺に上り、腋下に出づ。

　　◎直なる者は、復た心系從り直ちに上って、肺臟の分に至る、出て腋下を循り、極泉に抵（いた）る也。

　　◎〔極泉〕穴は、臂内、腋下筋間の動脈胸に入るに在り。

●下循臑内後廉、行太陰心主之後、下肘内廉。

　　◎自極泉下循臑内後廉、行太陰、心主兩經之後、歴青靈穴、下肘内廉、抵少海。

　　　・青靈、在肘上三寸、擧臂取之。

　　　・少海、在肘内大骨外、去肘端五分。
●下って臑内の後廉を循り、太陰心主の後を行き、肘の内廉に下る。

　　◎極泉自り下って、臑内の後廉を循り、太陰・心主兩經の後を行き、青靈の穴を歴て、肘の内廉に下って、少海に抵る。

　　　・青靈、肘の上三寸に在り、臂を擧げて之を取る。

　　　・少海、肘内大骨の外、肘の端を去ること五分に在り。

●循臂内後廉、抵掌後兌骨之端、入掌内廉、循小指之内出其端。

　○腕下踝爲兌骨。

　　◎自少海而下循臂内後廉、歴靈道、通里、至掌後鋭骨之端、經陰郄、神門、入掌内廉。
　　◎至少府、循小指端之少衝而終、以交於手太陽也。

　　◎心爲君主之官、示尊於它藏、故其交經授受、不假於支別云。

　　　・靈道、在掌後一寸五分。

　　　・通里、在腕後一寸陷中。

　　　・陰郄、在掌後脈中、去腕五分。
　　　・神門、在掌後鋭骨之端陷者中。

　　　・少府、在手小指本節後陷中、直勞宮。

　　　・少衝、在手小指内廉端、去爪甲如韭葉。

　▲是動、則病嗌乾、心痛、渇而欲飮、是爲臂厥。
　▲是主心所生病者、目黄、脇痛、臑臂内後廉痛、厥、掌中熱痛。

　▲盛者、寸口大再倍於人迎、

　▲虚者、寸口反小於人迎也。
●臂の内後廉を循り、掌後兌骨（えいこつ）の端に抵り、掌の内廉に入り、小指の内を循りて其の端に出づ。

　○腕下の踝（か：くるぶし）を兌骨（えいこつ）と爲す。

　　◎少海自り下り臂内の後廉を循り、靈道、通里を歴て、掌後鋭骨の端に至り、陰郄、神門を經て、掌の内廉に入り。

　　◎少府に至り、小指の端の少衝を循りて終り、以て手の太陽に交る也。

　　◎心は君主の官爲（た）り、它藏（たぞう）より尊きことを示す。故に其の交經授受、支別を假（か）らず云う。

　　　・靈道、掌後一寸五分に在り。

　　　・通里、腕後一寸陷中に在り。

　　　・陰郄、掌後の脈中に在り、腕を去ること五分。

　　　・神門、掌後の鋭骨の端、陷なる者の中に在り。

　　　・少府、手の小指本節の後、陷なる中に在り、勞宮に直し。

　　　・少衝、手の小指内廉の端に在り、爪甲を去ること韭葉の如し。

　▲是れ動ずるときは、則ち病む。嗌（いつ：のど）乾き、心痛、渇して飮を欲す、是れを臂厥と爲す。

　▲是れ心を主として生ずる所の病は、目黄み、脇痛み、臑臂の内後廉痛み、厥し、掌中熱痛す。

　▲盛なる者は、寸口大なること人迎に再倍す、

　▲虚なる者は、寸口反って人迎より小也。

ここまでとりあえず終わり＠
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（※手太陽小腸經）
○手の太陽小腸經の穴歌

○手の太陽の穴一十九、

○少澤、前谷、後谿遇う、

○腕骨、陽谷、養老可し、

○支正、小海、肩貞に走る、

○臑兪、天宗、及び秉風、

○曲垣、肩外、復た肩中、

○天窗、天容、顴髎に上る、

○却って耳中に入って聽宮を循る、

●手の太陽、小腸の經

　○（凡て十九穴、左右共に三十八穴。是經多血少氣）

　○小腸の長さ三丈二尺、左回疉積十六曲。

　○胃の下口は、小腸の上口也、臍上二寸に在り、水穀是に入る。

　○臍の上一寸を水分の穴と爲す、則ち小腸の下口也、

　○是に至って清濁を泌別（ひべつ：くみわかち）して、水液は膀胱に入り、滓穢（しえ：かす）は大腸に入る。

●手の太陽の脈は、小指の端に起り、手の外側を循り腕に上りて、踝中に出づ。

　○臂骨の盡きる處を腕と爲す。腕下の兌骨を踝と爲す。

　　◎本經は小指の端少澤の穴に起り、是れ由り手の外側の前谷、後谿を循り、腕に上って、踝中に出て、腕骨、陽谷、養老穴を歴る也。

　　　・少澤、手の小指外側の端、爪甲の角を去ること一分陷中に在り。

　　　・前谷、手の小指外側、本節の前陷中に在り。

　　　・後谿、手の小指外側、本節の後陷中に在り。

　　　・腕骨、手の外側腕前、起骨（きこつ）の下陷中に在り。

　　　・陽谷、手の外側腕中、兌骨（えいこつ）の下陷中に在り。

　　　・養老、手の踝骨の上、一空（ひとつあな）に在り、腕後一寸陷中に在り。

●直ちに上りて臂骨の下廉を循り、肘の内側、兩骨の間に出て、上りて臑外の後廉を循り、肩解に出て、肩胛を繞（めぐ）り、肩上に交る。

　○脊の兩旁を膂と爲す。

　○膂の上の兩角を肩解と爲す、肩解の下、片を成す骨を肩胛と爲す（一名膊）。

　　◎養老の穴自り直ぐに上りて、臂骨の下廉支正の穴を循り、肘の内側兩骨の間に出て、小海の穴を歴て、上りて臑外の後廉を循り、手の陽明、少陽の外を行き、肩に上り、肩貞、臑兪、天宗、秉風、曲垣、肩外兪、肩中兪の諸穴を循り、乃ち上りて大椎に會し、左右に因って兩肩の上に相交る。

　　　・支正、腕後五寸に在り。

　　　・小海、肘の内大骨の外、肘端を去ること五分、陷中に在り。

　　　・肩貞、肩の曲胛（きょくこう：肩峰突起）の下、兩骨の解間（かいかん：肩峰突起と上腕骨の間の関節）、肩髃の後、陷中に在り。

　　　・臑兪、肩髎（手少陽穴）を挾む後、大骨の下、胛の上廉、陷中に在り。

　　　・天宗、秉風の後、大骨の下、陷中に在り。

　　　・秉風、天髎の外、肩の上、小髃の後に在り、臂を擧ぐれば空有り。

　　　・曲垣、肩の中央、曲胛陷中に在り、之を按せば手に應じて痛む。

　　　・肩外兪、肩胛の上廉、脊を去ること三寸、陷中に在り。

　　　・肩中兪、肩胛の内廉、脊を去ること二寸、陷中に在り。

　　　・大椎、督脈に見えたり、手足の三陽、督脈の會。

●缺盆に入り、心を絡い、循り咽を膈に下り、胃に抵り、小腸に屬す。

　　◎肩上に交りて自り缺盆に入り、肩を循り、腋に向い下行して、膻中の分に當って心を絡い、胃系を循り膈に下り、上脘、中脘に過り、胃に抵り下って、任脈の外に行き、臍上二寸の分に當って、小腸に屬す。

　　◎膻中、上脘、中脘は、並びに任脈の會穴に見えたり。

●其の支なる者は、別れて缺盆從（＠後に誤る）り頸を循り、頬に上り、目の鋭眥に至る、却って耳中に入る。

　○目の外角を鋭眥と爲す。

　　◎支なる者は、別れて缺盆從（よ）り、頸の天窗、天容を循り、頬に上り、顴髎に抵り、上って目の鋭眥に至り、瞳子髎に過り、却いて耳中に入り、聽宮を循って終る也。

　　　・天窗、頸の大筋の前、曲頬下、扶突の後、動脈手に應ずる陷中に在り。

　　　・天容、耳の曲頬の後に在り。

　　　・顴髎、面の頄骨の下廉、兌骨の端、陷中に在り。

　　　・瞳子髎は、足の少陽經穴。

　　　・聽宮、耳中の珠子、大きさ赤小豆の如くなるに在り。

●其の支なる者は、頬に別れて䪼（せつ）に上り、鼻に抵り、目の内眥に至る。

　○目下を䪼と爲す、目の大角を内眥と爲す。

　　◎其支なる者は、別れて頬を循り䪼に上り、鼻に抵り、目の内眥睛明の穴に至って、以て足の太陽に交る也。

　　◎睛明は、足の太陽經の穴。

　○是れ動ずるときは、則ち病む。嗌痛み頷腫れて、回顧す可べからず、肩拔くに似て、臑折るに似たり。

　○是れ液を主として生ずる所の病は、耳聾、目黄み、頬腫、頸頷、肩臑、肘臂の外後廉痛む。

　○盛なる者は、人迎大なること寸口に再倍し、

　○虚する者は、人迎反って寸口より小也。

（※足膀胱經）
○足の膀胱經の穴歌

○足の太陽、六十三、

○睛明、攅竹、曲差參（まじわ）る、

○五處、承光、通天に上り、

○絡却、玉枕、天柱嶄（たか）し、

○大杼、風門、肺兪に引き、

○厥陰、心兪、膈兪に注ぎ、

○肝兪、膽兪、脾兪同く、

○胃兪、三焦、腎兪中る、

○大腸、小腸、膀胱の兪、

○中膂、白環の兩兪輸（いた）す、

○自ら大杼從り白環に至り、

○脊中を相去りこと三寸の間、

○上髎（原本「體」に誤る。「髎」に正す）、次中、復た下髎、

○會陽、承扶、殷門亞く、

○浮郄、委陽、委中の罅（あいだ）、

○髆内脊を挾みて附分當る、

○太陽背を行く第三行、

○魄戸、膏肓、神堂與、

○譩譆、鬲關、魂門の旁ら、

○陽綱、意舍、胃倉に仍（よ）る、

○肓門、志室、胞の肓、

○二十椎の下に秩邊藏る、

○膕に合する以下は合陽是れなり、

○承筋、承山、其の次に居す、

○飛陽、附陽、崑崙に泊り、

○僕參、申脈、金門に連り、

○京骨、束骨、通谷に交る、

○小指の外側至陰續く、

●足の太陽、膀胱の經

　○（凡て六十三穴、左右共に一百二十六穴。是經多血少氣）

　○膀胱の重さ九兩二銖、縱廣九寸、腎の下の前、大腸の側に居す。

　○臍上一寸水分の穴の處に當る、小腸の下口は、乃ち膀胱の上際也、水液是れ由り滲入す。

●足の太陽の脈は、目の内眥に起り、額に上って、巓上に交る。

　○目の大角を内眥と爲す、髮際の前を額と爲す、腦の上を巓と爲す。

　○巓は、頂也。

　　◎足の太陽は目の内眥、睛明の穴に起り、額に上って、攅竹を循り、神庭を過り、曲差、五處、承光、通天を歴て、通天自（よ）り斜めに左右に行き、巓上の百會に相交る也。

　　　・睛明、目の内眥に在り。

　　　・攅竹、眉の頭の陷中に在り。

　　　・神庭、督脈に見えたり、足の太陽、督脈の會也。

　　　・曲差、神庭の傍ら一寸五分、髮際に入るに在り。

　　　・五處、上星の傍らを挾むこと一寸五分。

　　　・承光、五處の後一寸五分に在り。

　　　・通天、承光の後一寸五分に在り。

　　　・百會、督脈に見えたり、足の太陽、督脈の交會也。

＠＠＠
●其支別なる者は、巓從り耳の上角に至る。

　　◎支別なる者は、巓の百會從り、耳の上角に抵り、率谷、浮白、竅陰穴を過ぎ、散じて經脈を養う所以（ゆえん）也。

　　◎率谷、浮白、竅陰の三穴は、足の少陽經に見えたり、足の太陽、少陽の會也。

●其の直行なる者は、巓從り入りて腦を絡い、還って出て別れて項に下る。

　○腦は、頭髓也。

　○頸の上を腦と爲す、腦の後を項と爲す。

　　◎此の直行なる者は、通天の穴後に由って、絡却、玉枕を循り、入りて腦を絡い。

　　◎復た出て項に下り、天柱に抵る也。

　　　・絡却、通天の後一寸五分に在り。

　　　・玉枕、絡却の後一寸五分、腦戸の傍らを挾むこと一寸三分に在り、枕骨の上、髮際に入ること三寸。

　　　・腦戸は、督脈の穴、足太陽、督脈の會。

　　　・天柱、頸の大筋の外廉、項を挾む、髮際陷中に在り。

●肩髆の内を循り、脊を挾み、腰中に抵り、入って膂を循り、腎を絡い、膀胱に屬す。

　○肩後の下を肩髆と爲す、椎骨を脊と爲す、尻上の横骨を腰と爲す、脊を挾むを膂と爲す。

　　◎天柱自り而下って、大椎、陶道を過ぎ、却って肩髆の内を循り、脊の兩旁を挾みて下行して、大杼、風門、肺兪、厥陰兪、心兪、膈兪、肝兪、膽兪、脾兪、胃兪、三焦兪、腎兪、大腸兪、小腸兪、膀胱兪、中膂内兪、白環兪を歴て、是れ由り腰中に抵る、入って膂を循り、腎を絡い、下って膀胱に屬す也。

　　　・大椎は、督脈に見えたり、手足の三陽、督脈の會。

　　　・陶道は、督脈に見えたり、足の太陽、督脈の會。

　　　・大杼、項の後、第一椎の下に在り。

　　　・風門、第二椎の下に在り。

　　　・肺兪、第三椎の下に在り。

　　　・厥陰兪、第四椎の下に在り。

　　　・心兪、第五椎の下に在り。

　　　・膈兪、第七椎の下に在り。

　　　・肝兪、第九椎の下に在り。

　　　・膽兪、第十椎の下に在り、正坐して之を取る。

　　　・脾兪、第十一椎の下に在り。

　　　・胃兪、第十二椎の下に在り。

　　　・三焦兪、第十三椎の下に在り。

　　　・腎兪、第十四椎の下に在り、臍と平らかなり。

　　　・大腸兪、第十六椎の下に在り。

　　　・小腸兪、第十八椎の下に在り。

　　　・膀胱兪、第十九椎の下に在り。

　　　・中膂内兪、第二十椎の下、脊を挾む起肉に在り。

　　　・白環兪、第二十一椎の下に在り、伏して之を取る。

　　　・大杼自り白環兪諸穴至、並背部第二行、脊中を相去ること各一寸五分。

●其の支別なる者は、腰中從り下って臀を貫き、膕中に入る。

　○臀は、尻也。

　○腰髖骨の兩旁を挾むを機と爲す。

　○機の後を臀と爲す。

　○腓腸の上、膝の後、曲れる處を膕と爲す。

　　◎其の支別なる者は、腰中を循り、腰髁從り下って脊を挾み、上髎、次髎、中髎、下髎を歴、

　　◎（按ずるに、腰髁は即ち腰監骨、人の脊椎骨二十一節有り、十六椎節自り而下（しもつかた）を腰監骨と爲す、脊を挾みて附著する髀（＠削除！）處、其の十七より二十に至って凡て四椎を腰監骨の揜附所と爲す、而して（八＠ミス）窌穴に入るときは、則ち脊の第一二空云云を挾む也、會陽は尾髎骨の兩旁に在るときは、則ち二十一椎、乃ち復た見われて終る焉。
　　◎又按ずるに、督脈は脊中に當って長強に起る、二十一椎の下に在り、等しく之を上せば、第十六椎の下に至って陽關穴と爲す、其の二十椎より十七椎に至って皆穴無し、乃ち知んぬ腰監骨の揜（おお）う所たること明けし矣。）

　　◎會陽を下って臀を貫き、承扶、殷門、浮郄、委陽に至って、膕中の委中穴に入る也。

　　　・上髎、第一空、腰髁の下一寸、脊を挾む陷中に在り。

　　　・次髎、第二空、脊を挾む陷中に在り。

　　　・中髎、第三空、脊を挾む陷中に在り。

　　　・下髎、第四空、脊を挾む陷中に在り。

　　　・會陽、尾髎骨の兩旁に在り。

　　　・承扶、尻臀の下、股陰の上紋中に在り。

　　　・殷門、肉郄の下六寸に在り。

　　　・浮郄、委陽の上一寸に在り、膝を展て之を得る。

　　　・委陽、承扶の下六寸に在り、身を屈めて（原本「展」に誤る。「屈」に正す）之を取る、足の太陽の後、膕中の外廉の兩筋の間に出づ。

　　　・委中、膕の中央約文中の動脈に在り。

●其の支別なる者は、髆内從り左右に別れ、下って、胂を貫ぬき、脊内を挾み、髀樞を過ぐ。
　○膂肉（りょにく）を胂（しん）と曰う、脊を夾む肉也。
　　◎其の支なる者は、脊の兩旁第三行を挾みて、相去ること各三寸の諸穴と爲す。

　　◎天柱自り下り、髆内從り左右に別れ行きて、下って胂膂を貫き、附分、魄戸、膏肓、神堂、譩譆、膈關、魂門、陽綱、意舍、胃倉、肓門、志室、胞肓、秩邊を歴、下って尻臀を歴、髀樞を過る也。
　　◎股外を髀と爲す、捷骨の下を髀樞と爲す。

　　　・附分、第二椎の下に在り、項の内廉に附く。

　　　・魄戸、第三椎の下に在り。

　　　・膏肓、第四椎の下に在り、五椎の上に近し、穴を取る時、人をして正坐せしめ、脊を曲めて兩手を伸べて、臂を以て膝前に著け正直ならしめて、手の大指と膝頭と齊しく、物を以て肢を支え、臂を動搖せしむること毋（なか）れ。

　　　・神堂、第五椎の下に在り。

　　　・譩譆、肩髆の内廉に在り、第六椎の下を挾む。

　　　・膈關、第七椎の下に在り、正坐して肩を闊くして之を取る。

　　　・魂門、第九椎の下に在り。

　　　・陽綱、第十椎の下に在り。

　　　・意舍、第十一椎の下に在り。

　　　・胃倉、第十二椎の下に在り。

　　　・肓門、第十三椎の下、叉肋の間に在り。

　　　・志室、第十四椎の下に在り、並びに正坐して之を取る。

　　　・胞肓、第十九椎の下に在り。

　　　・秩邊、第二十椎の下に在り、並びに伏して之を取る。

●髀外の後廉を循り、下って膕中に合し、以て下って腨（原本「腦」に誤る。「腨」に正す）内を貫き、外踝の後に出て、京骨を循り、小指の外側の端に至る。

　○腨は、腓腸也。

　　◎髀外の後廉を循り、髀樞の裏、承扶（原本誤字。「扶」に正す）の外一寸五分の間にして下り、前の膕中に入る者と相合す、下行して合陽の穴を循り、下って腨内を貫き、承筋、承山、飛陽、附陽を歴、外踝の後の崑崙、僕參、申脈、金門に出て、京骨、束骨、通谷を循り、小指の外側の端の至陰穴に至って、以って足の少陰に交る也。

　　　・合陽、膝の約文の中央の下三寸に在り。

　　　・承筋、腨腸の中央陷中に在り。

　　　・承山、兌腨腸の下、分肉間に在り。

　　　・飛陽、外踝の上七寸に在り。

　　　・跗陽、外踝の上三寸に在り。

　　　・崑崙、外踝の後、跟骨の上陷中に在り。

　　　・僕參、跟骨の下陷中に在り、足を拱（こまぬ）いて之を取る。

　　　・申脈、外踝の下陷中、爪甲を容るばかり白肉際に在り。

　　　・金門、足の外踝の下に在り。

　　　・京骨、足の外側の大骨の下、赤白肉際陷中に在り。

　　　・束骨、足の小指外側、本節の後陷中に在り。

　　　・通谷、足の小指外側、本節の前陷中に在り。

　　　・至陰、足の小指外側、爪甲の角を去ること韭葉の如くに在り。

　○是動、則病衝頭痛、目似脱、項似拔、脊痛、腰似折、髀不可以曲、膕如結、腨如裂、是爲踝厥。

　○是主筋所生病者、痔、瘧、狂、癲疾、頭顖頂痛、目黄、涙出、鼽衄、項背、腰尻、膕、腨脚皆痛、小指不用。

　○盛者、人迎大再倍於寸口、

　○虚者、人迎反小於寸口也。

（※足少陰腎經）
○足の少陰腎經の穴歌、

○足少陰、二十七穴、

○湧泉、然谷、大谿に溢る、

○大鍾、照海、水泉に通じ、

○復溜、交信、築賓連る、

○陰谷、横骨、大赫赫き、

○氣穴、四滿、中注に立つ、

○肓兪、商曲（原本「谷」に誤る。「曲」に正す）、石關に蹲まる、

○陰都、通谷、幽門僻し、

○歩廊、神封、靈墟の位、

○神藏、或中（彧中に作るべき。以下同じ）、兪府既く、

●足少陰、腎の經

　○（凡て二十七穴、左右共に五十四穴。是經多氣少血）

　○腎に兩枚有り、状石卵の（原本「卯」に作る。「卵」に正す）如し、色黒紫なり、胃下の兩旁に當って、脊膂に入り脊の第十四椎に附く、前後臍と平直なり。
●足の少陰の脈は、小指の下に起り、斜に足心に趣（むか）う。

　○趣は、向（むか）う也。

　　◎足の少陰は小指の下に起り、斜めに足心の湧泉に向う、〔湧泉〕穴は足心の陷中、足を屈め、指を捲いて宛宛たる中に在り。

●然谷の下に出て、内踝の後を循り、別れて跟中に入る、腨内に上り、膕の内廉に出づ。

　○踝は、足跟也。

　　◎湧泉に由って足の内踝の然谷穴の下に轉出し、内踝の後太谿の穴を循り、別れて跟中の大鍾（原本「太鍾」に作る。以下同じ）、照海、水泉に入って、乃ち折れて太鍾の外自り上って内踝を循り、厥陰、太陰の後を行き、復溜、交信を經、三陰交を過り、腨内に上り、築賓を循り、膕の内廉に出て、陰谷に抵る也。

　　　・然谷、足の内踝の前、大骨の下陷中に在り。

　　　・太谿、足の内踝の後、跟骨の上、動脈陷中に在り。

　　　・太鍾、足の跟の後、衝中に在り。

　　　・照海、足の内踝の下に在り。

　　　・水泉、太谿の下一寸、内踝の下に在り。

　　　・復溜、足の内踝の上二寸、動脈陷中に在り。

　　　・交信、足の内踝の上二寸、少陰の前、太陰の後に在り。

　　　・三陰交穴は、足の太陰に見えたり、足の三陰の交會也。

　　　・築賓、足の内踝の上、腨分中に在り。

　　　・陰谷、膝の内輔骨の後、大筋の下、小筋の上に在り、之を按せば手に應ず、膝を屈めて乃ち之を得。

●股内の後廉に上り、脊を貫きて腎に屬し、膀胱を絡う。

　　◎陰谷に由って、股内の後廉に上り、脊を貫きて脊の長強穴に會し。

　　◎還りて前に出て、横骨、大赫、氣穴、四滿、中注、肓兪を循り、肓兪の所、臍の左右に當って、腎に屬し、臍下に下り、關元、中極を過りて膀胱を絡う也。

　　　・長強は、督脈に見えたり、足の少陰、少陽の結會する所、督脈の別絡也。

　　　・横骨、大赫の下一寸、肓兪の下五寸に在り（『千金』に云う、陰上横骨の中に在り、宛曲却月如き中央是なり）。

　　　・大赫、氣穴の下一寸に在り。

　　　・氣穴、四滿の下一寸に在り。

　　　・四滿、中注の下一寸、氣海の旁一寸に在り。

　　　・中注、肓兪の下一寸に在り。

　　　・肓兪、商曲の下一寸、臍の旁を去ること五分に在り。

　　　・横骨自り肓兪に至って、之を『資生經』に攷うるに、中行を去ること各一寸半。

　　　・關元、中極は、並に任脈の穴、足の三陰、任脈の會。

●其直なる者は、腎從り上りて肝膈を貫き、肺中に入り、喉嚨を循り、舌本を挟む。

　　◎其の直行なる者は、肓兪の屬する腎に處從り上行して、商曲、石關、陰都、通谷の諸穴を循り、肝を貫き上って、幽門を循り膈に上って、歩廊を歴、肺中に入り、神封、靈墟、神藏、或中、兪府を循り、上って喉嚨に循る。

　　◎人迎に並び、舌本を挾んで終る也。

　　　・商曲、石關の下一寸に在り。

　　　・石關、陰都の下一寸に在り。

　　　・陰都、通谷の下一寸に在り。

　　　・通谷、幽門の下一寸に在り。

　　　・幽門、巨闕の旁ら各五分を挾む。
　　　・商曲より通谷に至って、腹の中行を去ること各五分。
　　　・歩廊、神封の下一寸六分陷中に在り。

　　　・神封、靈墟の下一寸六分陷中に在り。

　　　・靈墟、神藏の下一寸六分陷中に在り。

　　　・神藏、或中の下一寸六分陷中に在り。

　　　・或中、兪府の下一寸六分陷中に在り。

　　　・兪府、巨骨の下、璇璣の旁ら二寸陷中に在り。

　　　・歩廊自り或中に至って、胸の中行を去ること各二寸、並に仰いで之を取る。

　　　・人迎の穴は、足の陽明經に見えたり。

●其の支なる者は、肺從り出て心を絡い、胸中に注ぐ。

　　◎兩乳の間を胸中と爲す。

　　◎支なる者は、神藏自り別れ出て心を遶り、胸の膻中に注いで、以て手の厥陰に交る也。

　○是動、則病飢不欲食、面黒如地色、欬唾則有血、喝喝而喘、坐而欲起、目硯硯如無所見、心如懸、若飢状、氣不足則善恐、心惕惕如人將捕之、是謂骨厥。

　○是主腎所生病者、口熱、舌乾、咽腫、上氣、嗌乾及痛、煩心、心痛、黄疸、腸癖、脊臀股内後廉痛、痿、厥、嗜臥、足下熱而痛。

　○盛者、寸口大再倍於人迎、

　○虚者、寸口反小於人迎也。

（※手厥陰心包經）
○手の厥陰心包經の穴歌

○九穴、心包手の厥陰、

○天池、天泉、曲澤深し、

○郄門、間使、内關對す、

○大陵、勞宮、中衝備はる、

●手厥陰、心包の經

　○（凡九穴、左右共十八穴。是經多血少氣）

　○心包、一名は手の心主、藏象を以て之を校（かんがう）るに、心下横膜の上、竪（しゅ）膜の下に在り、横膜と相粘して、黄脂にて漫（あまね）く褁（つつ）む者は心也。

　○其の漫脂の外、細筋膜有って絲の如し、心肺と相連なる者は、心包也。

　○或い手問う。厥陰の經を、心主と曰い、又心包絡と曰うは何ぞ也（や）。

　○曰く、君火は名を以てし、相火は位を以てす、手の厥陰は君火に代って事を行う、用を以て言う、故に手の心主と曰う、經を以て言うときは心包絡と曰う。

　○一經にして二名、實は相火也。

●手の厥陰の脈は、胸中に起り、出て心包に屬し、膈に下って、三焦を歴絡す。

　　◎手の厥陰は、足の少陰の交りを受けて、胸中に起り、出て心包に屬す、是れ由り膈に下り、三焦の上脘、中脘、及び臍下一寸、下焦の分を歴絡する也。

●其の支なる者は、胸を循って脇に出て、腋三寸を下り、上って腋下に抵り、下って臑内を循り、太陰少陰の間を行って、肘中に入る。

　○脇の上際を腋と爲す。

　　◎心包に屬する自り上、胸を循り、脇に出て、腋三寸天池の穴に下り、上行して腋下に抵り、下って臑内の天泉の穴を循り、以て太陰少陰の兩經の中間に介（はさま）って、肘中の曲澤に入る也。

　　　・天池、腋下三寸、乳後一寸、脇に著く直腋撅肋の間に在り。

　　　・天泉、曲腋の下、臂を去る二寸に在り、臂を擧げて之を取る。

　　　・曲澤、肘の内廉の下陷中に在り、肘を屈して之を得。

●臂に下って兩筋の間を行き、掌中に入り、中指を循り、其端に出ず。

　○肘中由（よ）り臂に下り、臂の兩筋の間に行き、郄門、間使、内關、大陵を循り、掌中の勞宮穴に入り、中指を循り、其の端の中衝に出づと云う。

　　　・郄門、掌の後、腕を去ること五寸に在り。

　　　・間使、掌の後三寸、兩筋の間陷中に在り。

　　　・内關、掌の後、腕を去ること二寸に在り。

　　　・太陵、掌の後、兩筋の間陷中に在り。

　　　・勞宮、掌の中央に在り、無名指を屈して之を取る。『資生經』に云く、中指を屈むと。今を以って之を觀るに、中指と無名指とを屈めて兩者の間に之を取るの允（あた）れりと爲すに若くは莫し。

　　　・中衝、手の中指の端、爪甲を去ること韭葉の如き陷中に在り。

●其の支別なる者は、掌中從り、小指の次指を循り其の端に出ず。

　○小指の次指は、無名指也。

　　◎小指自（よ）り逆に之を數えて、則ち次指と爲すと云う。

　　◎支別なる者は、掌中、勞宮の穴自（よ）り別れて行き、小指の次指を循り其の端に出て、手の少陽に交る也。

　○是動、則病手心熱、臂肘攣急、腋腫、甚則胸脇支滿、心中澹澹大動、面赤、目黄、喜笑不休。

　○是主脈所生病者、煩心、心痛、掌中熱。

　○盛者、寸口大一倍於人迎、

　○虚者、寸口反小於人迎也。

（※手少陽三焦經）
○手の少陽三焦經の穴歌、

○二十三穴、手の少陽、

○關衝、液門、中渚の旁、

○陽池、外關、支溝會す、

○會宗、三陽、四四瀆配す、

○天井に合して清冷淵に去る、

○消濼、臑會、肩髎の偏、

○天髎、天牖、同じく翳風、

○瘈脈、顱息、角孫通ず、

○耳門、禾髎、絲竹空、

●手少陽、三焦之經

　○（凡二十三穴、左右共四十六穴。是經多氣少血）

　○三焦は、水穀の道路、氣の所終始也。

　○上焦は心下下膈に在り、胃の上口に在り、其の治は膻中に在り、直兩乳間陷者中、

　○中焦は胃中脘に在り、臍の上四寸に當り、不上らず不下らず、其の治は臍旁に在り、

　○下焦は當り膀胱上口に、其の治は臍下一寸に在り。

●手の少陽の脈は、小指次指の端に起り、上り次指の間に出て、手の表腕を循って、臂外兩骨の間に出て、上って肘を貫ぬく。

　○臂骨の盡る處を腕と爲す、臑の盡る處を肘と爲す。

　　◎手の少陽は小指次指の端、關衝の穴に起り。

　　◎上って次指の間に出て、液門、中渚を歴て、手の表腕の陽池を循り、臂外兩骨の間に出て、外關、支溝、會宗、三陽絡、四瀆を循り、乃ち上って肘を貫き、天井の穴に抵る也。

　　　・關衝、手の小指次指の端に在り、爪甲を去ること韭葉に如し。

　　　・液門、手の小指次指の間、陷中に在り。

　　　・中渚、手の小指次指の本節の後間、陷中に在り。

　　　・陽池、手の表腕の上、陷中に在り。

　　　・外關、腕の後二寸陷中に在り、別れて手の心主に走る。

　　　・支溝、腕の後三寸、兩骨の間、陷中に在り。

　　　・會宗、腕の後三寸、空中一寸に在り。

　　　・三陽絡、臂の上、大交脈、支溝の上一寸に在り。

　　　・四瀆、肘の前五寸、外廉陷中に在り。

　　　・天井、肘の外の大骨の後の上一寸、兩筋の間、陷中に在り。肘を屈めて之を得。

　　　・甄權が云く、曲肘の後一寸、手を叉（こまぬ）いて膝頭を按じて之を取る、兩筋骨の罅（あいだ）。

●臑外を循り、肩に上って、足の少陽の後に交り出て、缺盆に入り、膻中に交り、散じて心包を絡い、膈に下り、偏く三焦に屬す。

　○肩肘の間、髆下腋に對する處を臑と爲す。

　　◎天井從り上行して、臂臑の外を循り、清冷淵、消濼を歴て、手の太陽の裏、陽明の外を行き、肩に上り、臑會、肩髎、天髎を循り、足の少陽の後に交り出て、秉風、肩井を過り、下って缺盆に入り、復た足の陽明の外に由って膻中に交會し、散布して心包を絡繞し、乃ち膈に下る。

　　◎胃の上口に當って以って上焦に屬し、中脘に於いて以て中焦に屬し、陰交に於て以て下焦に屬する也。

　　　・清冷淵、肘の上二寸に在り、肘を伸べて臂を擧げて之を取る。

　　　・消濼、肩の下臂外の間、腋より斜めに肘分に下行するに在り。

　　　・臑會、肩の前廉、肩頭を去ること三寸に在り。

　　　・肩髎、肩端、臑（原本「腨」に誤る。「臑」に正す）の上に在り、臂を擧げて之を取る。

　　　・天髎、肩の缺盆の中、上毖骨の際陷中に在り。

　　　・秉風、手の太陽經に見えたり、手足の少陽、手の太陽、陽明の會。

　　　・肩井、足の少陽經に見えたり、手足の少陽、陽維の會。

　　　・缺盆、足の陽明經の穴。

　　　・膻中、任脈に見えたり、心包の相火事を用いるの分也。

　　　・中脘、陰交、任脈に見えたり、三焦の募、任脈の發する所也。

●其の支なる者は、膻中從り、上って缺盆に出づ、項に上って、耳後を挾み直ちに上って、耳の上角に出て、以て屈して下り頬に至る䪼に。

　○腦戸の後を項と爲す。

　○目下を䪼と爲す。

　　◎其の支なる者は、膻中從り上って、缺盆の外に出て、項に上り大椎を過り、天牖を循り、上って耳後を挾み、翳風、瘈脈、顱息を經、直ちに上って耳の上角に出て、角孫に至り、懸釐、頷厭を過り、及び陽白、睛明を過り、屈曲して頬に下り、䪼に至って、顴髎の分に會する也。

　　　・大椎、督脈に見えたり、手足の三陽、督脈の會。

　　　・天牖、頸の大筋の外、缺盆の上、天窗の後（天窗の後、『資生經』に「天容の後」に作る）、天柱の前、完骨の下、髮際の上に在り。

　　　・懸釐、頷厭は、足の少陽經に見えたり、手足の陽明、少陽の交會也。

　　　・翳風、耳の後、尖角陷中に在り、之を按せば耳中に引きて痛む。

　　　・瘈脈、耳本の後、雞足青脈の中に在り。

　　　・顱息、耳後の青脈中に在り。

　　　・角孫、耳郭中間の上、開いて口を空有るに在り。

　　　・陽白、足の少陽經に見えたり、手足の陽明、少陽の會。

　　　・睛明、足の太陽經に見えたり。

　　　・顴髎、手の太陽經に見えたり、手の少陽、太陽の會也。

●其の支なる者は、耳後從り耳中に入って、却って出て、目の鋭眥に至る。

　　◎此の支は耳後の翳風穴從り、耳中に入り、聽宮を過り、耳門、和髎を歴、却って出て目の鋭眥に至り、瞳子髎に會し、絲竹空を循り、足の少陽に交る也。

　　　・聽宮、手の太陽經に見えたり、手足の少陽、手の太陽、三脈の會。

　　　・耳門、耳の前、起肉耳に當って、缺けたる中に在り。

　　　・和髎、耳前兌髮の下、横の動脈に在り。

　　　・瞳子髎は、足の少陽經に見えたり、手の太陽、手足の少陽會。

　　　・絲竹空、眉後の陷中に在り。
　○是動、則病耳聾渾渾焞焞、嗌腫、喉痺

　○是主氣所生病者、汗出、目鋭眥痛、頬痛、耳後肩臑肘臂外皆痛、小指次指不用。

　○盛者、人迎大一倍於寸口、

　○虚者、人迎反小於寸口也。

（※足少陽膽經）
○足の少陽膽經の穴歌、

○少陽足の經、瞳子髎、

○四十三穴、行くこと迢迢たり、

○聽會、客主、頷厭に集る、

○懸顱、懸釐、曲鬢翹し、

○率谷、天衝、浮白次ぐ、

○竅陰、完骨、本神企つ、

○陽白、臨泣、目窗を開く、

○正營、承靈及び腦空、

○風池、肩井、淵液長し、

○輒筋、日月、京門に當る、

○帶脈、五樞、維道に續く、

○居髎、環跳、中瀆に下る、

○腰（＠削除！陽に正すべし）關、陽陵、復た陽交、

○外丘、光明、陽輔高し、

○懸鐘、丘墟、足の臨泣、

○地五、侠谿、竅陰畢る、

　○此の經、頭部の瞳子髎自（よ）り風池に至って、凡て二十穴、三折と作して外に向って行く、瞳子髎に始って、完骨に至る、是れ一折、

　○又完骨自り外に折れて、上り、陽白に至り、睛明に會す、是れ一折、

　○又睛明自り上行して、臨泣、風池を循る、是れ一折。

　○其の穴外に曲折すること、多きに縁って科（ひとしく）牽くことを爲（なし）離（がた）し。
　○故に此れ作一より二十に至って、次第して以て之を該ふることをなす。
　○一に瞳子髎、二に聽會、三に客主人、四に頷厭、五に懸顱、六に懸釐、七に曲鬢、八に率谷、九に天衝、十に浮白、十一に竅陰、十二に完骨、十三に本神、十四に陽白、十五に臨泣、十六に目窗、十七に正營、十八に承靈、十九に腦空、二十に風池。

●足の少陽、膽の經

　○（凡て四十三穴、左右共に八十六穴。是經多氣少血）

　○膽は肝の短葉の間に在り、重さ三兩三銖。

　○精汁を包むこと三合。

●足の少陽の脈は、目の鋭眥に起り、上って頭（＠頭削除！校正ミス）角に抵り、耳後に下る。

　　◎足の少陽の經は、目の鋭眥の瞳子髎に起り、是に於て聽會、客主人を循り、上って頭角に抵り、頷厭を循り、懸顱、懸釐を下り、懸釐に由って外か耳上の髮際を循り、曲鬢、率谷に至る。

　　◎率谷に由って外に折れて、耳後に下り、天衝、浮白、竅陰、完骨を循り、又完骨自り外に折れ、上って角孫を過り、本神を循り、曲差を過り、下って陽白に至り、睛明に會す、復た睛明從り上行して、臨泣、目窗、正營、承靈、腦空、風池を循る云う。

　　　・瞳子髎、目の外眥五分に在り。

　　　・聽會、耳前の陷中、上關の下一寸動脈宛宛たる中に在り、口を張りて之を得る。

　　　・客主人、耳前の起骨の上廉、口を開けば空有り、動脈宛宛たる中に在り。

　　　・頷厭、曲周（こびたい）の下、顳顬（一名に腦空）の上廉に在り。

　　　・懸顱、曲周の上、顳顬の中に在り。

　　　・懸釐、曲周の上、顳顬の下廉に在り。

　　　・曲鬢、耳上の髮際、曲隅陷中に在り、頷を鼓けば孔有り。

　　　・率谷、耳上前の如く三分、髮際に入ること一寸五分、陷なる者宛宛たる中に在り。

　　　・天衝、耳後の髮際二寸に在り、耳上前に如く三分。

　　　・浮白、耳後の髮際に入ること一寸に在り。

　　　・竅陰、完骨の上、枕骨の下に在り、搖動すれば空有り。

　　　・完骨、耳後の髮際に入ること四分に在り。

　　　・角孫、手の少陽經に見えたり、手足の少陽の會。

　　　・本神、曲差の旁ら一寸五分、髮際に入ること四分に在り。

　　　・曲差は、足の太陽經に見えたり。

　　　・陽白、眉上一寸、直瞳子に在り。
　　　・睛明は、足の太陽經に見えたり、手足の太陽、少陽、足の陽明、五脈の會。
　　　・臨泣、目の上直ちに髮際に入ること五分、陷中に在り。

　　　・目窗、臨泣の後一寸に在り。
　　　・正營、目窗の後一寸に在り。
　　　・承靈、正營の後一寸五分に在り。
　　　・腦空、承靈の後一寸五分、玉枕骨を挾む下陷中に在り。
　　　・風池、顳顬の後、髮際陷中に在り。

●頸を循りて手の少陽の前を行って、肩上に至り、却って少陽の後に交り出て、缺盆に入る。

　　◎風池自り頸を循りて、天牖穴を過り、手の少陽脈の前を行って、下って肩上に至り肩井を循り、却って左右に相交りて、手の少陽の後に出て、大椎、大杼、秉風を過り、秉風の前に當って、缺盆の外に入る。

　　　・天牖は、手の少陽經に見えたり。

　　　・肩井、肩の上陷中、缺盆の上、大骨の前一寸半に在り、三指を以て之を按じて取る、中指の下陷中に當るもの者是なり。

　　　・大椎は、督脈に見えたり、手足の三陽、督脈の會。

　　　・大杼は、足の太陽經に見えたり、足の太陽少陽の會。

　　　・秉風は、手の太陽經に見えたり、手の太陽、陽明、手足の少陽會。

　　　・缺盆は、足の陽明經に見えたり。

　　◎其の支なる者は、耳後從り、耳中に入って、出て耳前に走り、目の鋭眥の後に至る。

　○其の支なる者は、耳後顳顬の間從り、翳風の分を過り、耳中に入って、聽宮を過り。

　○出て耳前に走り、復た自り聽會目の鋭眥、瞳子髎の分に至る也。

　　　・翳風は、手の少陽經に見えたり、手足の少陽の會。

　　　・聽宮は、手の太陽經に見えたり、手足の少陽太陽、三脈（原本「昧」誤る。「脈」に正す）の會。

　　　・聽會、瞳子髎は、前に見えたり。

●其の支の者は、目の鋭眥より別れて、大迎に下り、手の少陽に合して䪼に抵る、下って頬車に加へ、頸に下り缺盆に合し、胸中に下り膈を貫き、肝を絡い、膽に屬す。

　○其の支なる者は、別れて目の外瞳子髎自り大迎に下り、手の少陽䪼に合す、顴髎穴の分に當る、下って頬車に臨み、頸に下り、本經の前を循り、前の缺盆に入る者と相合し、胸中天池の外に下り、膈を貫き、即ち期門の所にして肝を絡い、下って日月の分に至って膽に屬する也。

　　　・大迎、足の陽明經に見えたり。

　　　・顴髎、頬車は、手の太陽の穴

　　　・天池は、手の心主の穴、手の厥陰、足の少陽の會

　　　・期門は、足の厥陰の穴。

　　　・日月は、下文に見えたり、膽の募也。

●脇裏を循り、氣衝に出て、毛際を繞り、横に髀厭の中に入る。

　○脇は、胠也。

　○腋下を脇と爲す。

　○曲骨の分を毛際と爲す。

　○毛際の兩旁動脈の中を氣衝と爲す。

　○捷骨の下を髀厭と爲す、即ち髀樞也。

　　◎膽に屬する處自り、脇内の章門の裏を循り、氣衝に出て、毛際を遶り、遂に横に髀厭中の環跳に入る也。

　　　・章門は、足厥陰の穴（＠校正ミス）、足の少陽、厥陰の會。

　　　・氣衝は、足の陽明の穴。

　　　・環跳は、髀樞の中に在り。

●其の直なる者は、缺盆從り腋に下り、胸を循り季脇を過り、下って髀厭の中に合して、以下髀陽を循り、膝の外廉に出づ。

　○脇骨の下を季脇と爲す。

　　◎此の直なる者は、缺盆從り直ちに腋に下り、胸を循り、淵液、輒筋、日月の穴を歴、季脇を過り、京門、帶脈、五樞、維道、居髎を循り、居髎に由って上髎、中髎、長強に入り、而して下って前の髀厭にに入る者と相合す、乃ち下って髀外を循り、太陽、陽明の間を行きて、中瀆、陽關を歴、膝の外廉に出て、陽陵泉に抵る也。

　　　・淵液、腋下三寸、宛宛たる中に在り、臂を擧げて之を取る。

　　　・輒筋、腋下三寸、腹た（＠校正ミス？）前に行くこと一寸、脇に著く陷中に在り。

　　　・日月、期門の下五分に在り。

　　　・京門、監骨の下、腰中脊を挾む季肋の本に在り。

　　　・帶脈、季肋の下一寸八分に在り。

　　　・五樞、帶脈の下三寸に在り。

　　　・維道、章門の下五寸三分に在り。

　　　・居髎、章門の下八寸三分、監骨の上、陷中に在り。

　　　・上髎、中髎は、並に足の太陽經に見えたり。

　　　・上髎は、足の少陽、太陽の絡と爲す、
　　　・中髎は、則ち足の少陰、少陽結する所の會也。
　　　・長強は、督脈に見えたり、足の少陰、少陽結する所の會。

　　　・中瀆、髀（原本「髎」に誤る。「髀」に正す）骨の外膝の上五寸、分肉の間、陷中に在り。

　　　・陽關、陽陵泉の上三寸、犢鼻の外陷中に在り。

　　　・陽陵泉、膝下一寸、外廉の陷中に在り。

●外輔骨の前に下り、直ちに下って絶骨の端に抵り、下り外踝の前に出て、足跗を循り、上って、小指次指の間に入る。

　○䯒外を輔骨と爲す。

　○外踝以上を絶骨と爲す。

　○足面を跗と爲す。

　　◎陽陵泉自り外輔骨の前に下り、陽交、外丘、光明を歴、直ちに下って絶骨の端に抵り、陽輔、懸鍾を循り、下って外踝の前に出て丘墟に至り、足面の臨泣、地五會、侠谿を循り、乃ち上って小指次指の間に入って、竅陰に至って終る也。

　　　・陽交、足の外踝の上七寸に在り、斜めに三陽分肉の間に屬す。

　　　・外丘、足の外踝の上七寸に在り。

　　　・光明、足の外踝の上五寸に在り。

　　　・陽輔、足の外踝の上四寸、輔骨の前、絶骨の端、前に如（ゆ）くこと三分、丘墟を去ること七寸に在り。

　　　・懸鍾、足の外踝の上三寸、動脈の中に在り。

　　　・丘墟、足の外踝の下、前に如（ゆ）く、臨泣を去ること三寸に在り。

　　　・臨泣、足の小指次指の本節の後の間、陷中、侠谿を去ること一寸半に在り。

　　　・地五會、足の小指次指の本節の後、陷中に在り。

　　　・侠谿、足の小指次指の岐骨の間、本節の前、陷中に在り。

　　　・竅陰、足の小指次指の端、爪甲を去ること韭葉の如くなるに在り。

●其の支なる者は、跗上に別れて、大指の間に入り、大指岐骨の内を循り、其の端に出て、還りて爪甲に貫き入り、三毛に出づ。

　○足の大指の本節の後を岐骨と爲す。

　○大指爪甲の後を三毛と爲す。

　○其の支なる者は、足の跗上の臨泣穴自り、別れ行きて大指に入り、岐骨の内を循り大指の端に出て、還りて爪甲に貫き入り、三毛に出て、足の厥陰に交る也。

　○是動、則病口苦、善太息、心脇痛不能轉側、甚則面（「面」字の下に「有」字あり。削除する）微塵、體無膏澤、足外反熱、是爲陽厥。

　○是主骨所生病者、頭角頷痛、目鋭眥痛、缺盆中腫痛、腋下瘇、馬刀挾癭、汗出振寒、瘧、胸脇肋、髀膝外至脛絶骨外踝前及諸節皆痛、小指次指不用。

　○盛者、人迎大一倍於寸口、

　○虚者、人迎反小於寸口也。

●窌、『廣韻』力嘲切、深空之貌。
　○即穴隙之謂也。

　○江西席横家鍼灸書中、諸髎字皆作窌。
　○豈「髎」「窌」聲相近而然。
　○今悉擬（原本字を「擬」に正す）改定、雖然、所改有不盡者、亦不必苦求之也。

（※足厥陰肝經）
○足厥陰肝經穴歌、

○足厥陰十三穴、

○起太敦行間接、

○太衝中封注蠡溝、

○中都膝關極泉收、

○陰包走五里、

○陰廉章門期門啓、

●足の厥陰、肝經

　○（凡て十三穴、左右共に二十六穴。是れ經多血少氣）

　○肝の藏爲（た）る、左三葉、右四葉、凡て七葉。

　○其の治、左に在り。

　○其の藏、右の脇、右腎の前に在り、胃に並びて脊の第九椎に著く。

●足の厥陰の脈は、大指聚毛の上に起り、足跗の上廉、内踝を去ること一寸循り。

　○足の大指爪甲の後を三毛と爲す、三毛の後の横文を聚毛と爲す。

　○去は、相去る也。

　　◎足の厥陰は大指聚毛の大敦穴に起り、足跗の上廉を循り、行間太衝を歴、内踝の一寸の中封に抵り也。

　　　・大敦、足の大指の端、爪甲を去ること韭葉の如く、三毛に及ぶの中に在り。

　　　・行間、足の大指の間、動脈手に應ずるに在り。

　　　・太衝、足の大指本節の後二寸に在り、或るいは云う、一寸半動脈陷中。

　　　・中封、足の内踝の前一寸陷中に在り、仰いで之を取る。

●踝に上ること八寸にして、太陰の後に交り出て、膕の内廉に上る。

　　◎中封自り踝に上り、三陰交を過りて、蠡溝、中都を歴、復た上ること一寸、太陰の後に交り出て、膕の内廉に上り、膝關、曲泉に至る。

　　　・三陰交は、足太陰經に見えたり、足の少陰、太陰、厥陰の交會也。

　　　・蠡溝、内踝の上五寸に在り。

　　　・中都、内踝の上七寸、䯒骨の中に在り。

　　　・膝關、犢鼻の下二寸陷中に在り。

　　　・曲泉、膝の内輔骨の下、大筋の上、小筋の下、陷中に在り、膝を屈めて之を得る、膝の横文の頭に在る是れなり。

●股を循り、陰中に入り、陰器を還（めぐ）り、小腹に抵り、胃を挾み、肝に屬し、膽を絡う。

　○髀内を股と爲す。

　○臍下を小腹と爲す。

　　◎曲泉に由って上行し、股内の陰包、五里、陰廉を循り、遂に衝門、府舍の分に當って、陰毛の中に入り、左右に相交りて、陰器を環遶し、小腹に抵り上って、曲骨、中極、關元に會し、復た章門を循り、期門の所に至り、胃を挾み、肝に屬し、日月の分に下って、膽を絡う也。

　　　・陰包、膝の上四寸、股の内廉兩筋の間に在り。

　　　・五里、氣衝の下三寸、陰股の中の動脈に在り。

　　　・陰廉、羊矢の下、氣衝を去ること二寸、動脈の中に在り。

　　　・章門、府舍は、足の太陰に見えたり。

　　　・曲骨は、任脈に見えたり、足の厥陰、任脈の會。

　　　・中極、關元は、任脈に見えたり、足の三陰、任脈の會也。

　　　・章門、大横の外、臍に直る季肋の端に在り、側臥して上足を屈め、下の足を伸べ、臂を擧げて之を取る。

　　　・期門、兩乳の第二肋の端に直る、肝の募也。

　　　・日月は、足の少陽經に見えたり。

●上って膈を貫き、脇肋を布き、喉嚨の後を循り、上って頑顙（※頏顙に正すべし）に入り、目系に連り、上って額に出て督脈と巓に會す。

　○目の内に連なる深き處を目系と爲す。

　○頑顙（※頏顙に正すべし）は、咽顙也。

　　◎期門自り上って膈を貫き、食竇の外を、大包の裏を行き、散じて脇肋に布き、雲門、淵液の間、人迎の外に上り、喉嚨の後を循り、上って頑顙（※頏顙に正すべし）に入り、大迎、地倉、四白、陽白の外を行き、目系に連り、上って額に出て、臨泣の裏を行き、督脈と巓頂の百會に相會する也。

　　　・食竇、大包は、足の太陰經の穴。

　　　・雲門は、手の太陰經の穴。

　　　・淵液は、足の少陽經の穴。

　　　・人迎、大迎、地倉、四白は、足の陽明に見えたり。

　　　・陽白、臨泣は、足の少陽に見えたり。

　　　・百會は、督脈に見えたり。

●其支なる者は、目系從り頬裏に下って、唇内を環る。

　　◎前は此れより目系に連り、上って額に出づ。

　　◎此の支は目系從り任脈の外、本經の裏を下行し、頬裏に下って、口唇の内に交り環る。

●其の支なる者は、復た肝從り、別れて膈を貫き、上って肺に注ぐ。

　　◎此の交經の支は、期門肝に屬する處從り別れて膈を貫き、食竇の外、本經の裏を行き、上って肺中に注ぎ、下行して中焦に至り、中脘の分を挾みて、以て手の太陰に交る也。

　○是動、則病腰痛不可以俛仰、丈夫易疝。

　○婦人小腹腫、甚則嗌乾、面塵脱色。

　○是主肝所生病者、胸滿、嘔逆、洞洩、狐疝、遺溺、癃閉。

　○盛者、寸口大一倍於人迎、

　○虚者、寸口反小於人迎也。

　○凡此十二經之病、盛則瀉之、虚則補之、熱則疾之、寒則留之、陷下則灸之、不盛不虚以經之を取る。

（※督脈經）

○督脈經穴歌、

○督脈背中行、

○二十七穴始長強、

○腰兪陽關命門當、

○懸樞脊中走筋縮、

○至陽靈臺神道長、

○身柱陶道大椎兪、

○瘂門風府連腦戸、

○強間後頂百會前、

○前頂顖會上星圓、

○神庭素髎水溝裏、

○兌端齦交斯已矣、

●督脈

　○（凡二十七穴）

　○督之爲言、都也。

　○行背部之中行、爲陽脈之都綱、奇經八脈之一也。

●督脈者、起於下極之腧。

　○下極の腧、兩陰の間、屏翳處也。

　○屏翳兩筋間爲簒、簒内深處爲下極、督脈之所始也。

●並於脊裏、上至風府、入腦上巓、循額至鼻柱、屬陽脈之海也。

　　◎脊之爲骨、凡二十一椎、通項骨三椎、共二十四椎。

　　◎自屏翳而起、歴長強穴、並脊裏而上行、循腰兪、陽關、命門、懸樞、脊中、筋縮、至陽、靈臺、神道、身柱、過風門、循陶道、大椎、瘂門、至風府入腦、循腦戸、強間、後頂、上巓、至百會、前頂、顖會、上星、神庭、循額至鼻柱、經素髎、水溝、兌端、至齦交而終焉。

　　◎云陽脈之海者、以人之脈絡、周流於諸陽之分、譬猶水也、而督脈則爲之都綱、故曰陽脈之海。

　　　・屏翳、見任脈。

　　　・任脈別絡、挾督脈、衝脈之會。

　　　・長強、脊骶端に在り。

　　　・腰兪、第二十一椎節下間に在り。

　　　・陽關、第十六椎節下間に在り。

　　　・命門、第十四椎節下間に在り。

　　　・懸樞、第十三椎節下間に在り。

　　　・脊中、第十一椎節下間に在り。

　　　・筋縮、第九椎節下間に在り。

　　　・至陽、第七椎節下間に在り。

　　　・靈臺、第六椎節下間に在り。

　　　・神道、第五椎節下間に在り。

　　　・身柱、第三椎節下間に在り。

　　　・風門、見足太陽、乃督脈、足太陽之會。

　　　・陶道、大椎節下間陷中に在り。

　　　・自陽關至此諸穴、並俛而之を取る。

　　　・大椎、第一椎上陷中に在り。

　　　・瘂門、風府後、入髮際五分に在り。

　　　・風府、項入髮際一寸に在り。

　　　・腦戸、枕骨の上、強間後一寸五分に在り。

　　　・強間、後頂の後一寸五分に在り。

　　　・後頂、百會の後一寸五分に在り。

　　　・百會（一名三陽五會）、前頂後一寸五分、頂中央旋毛中に在り、直兩耳尖、可容豆。

　　　・前頂、顖會の後一寸五分陷中に在り。

　　　・顖會、上星の後一寸陷中に在り。

　　　・上星、神庭の後入髮際に在り、一寸陷中容豆。

　　　・神庭、直鼻上入髮際五分。

　　　・素髎、鼻柱の上端に在り。

　　　・水溝、鼻柱の下人中に在り。

　　　・兌端、唇の上端に在り。

　　　・齦交、唇内齒上齗縫中に在り。

（※任脈經）

○任脈經の穴歌、

○任脈の分、三八、

○會陰に起り、曲骨に上る、

○中極、關元、石門に到り、

○氣海、陰交、神闕に立つ、

○水分、下脘、建里を循り、

○中脘、上脘、巨闕に起つ、

○鳩尾、中庭、膻中、慕う、

○玉堂、紫宮、華蓋を樹つ、

○璇璣、天突、廉泉清し、

○頤に上り、還りて以て承漿承く、

●任脈

　○（凡て二十四穴）。

　○任が之言爲（た）ることは、姙也。

　○腹部の中行を行きて、婦人生養の本爲（た）り、奇經の一脈（原本「脈」字欠。補う）也。

●任脈は、中極の下に起り、以て毛際に上り、腹裏を循り、關元に上り、喉嚨に至って、陰脈の海に屬する也。

　　◎任と督とは、一源にして二岐、督は則ち會陰に由って背に行き、任は則ち會陰に由って腹に行く。

　　◎夫れ人身の任督有るは、猶天地の子午有るがごとき也、

　　◎人身の任督は腹背を以て言う、天地の子午は南北を以て言う、以て分つ可く、以て合可（すべ）き者也。

　　◎之を分つて以て陰陽の雜わざるを見（しめ）すに於て、
　　◎之を合して以て渾淪（こんりん）の間（へだて）無きを見（しめ）す於て。

　　◎一にして二、二にして一つなる者也。

　　◎任脈は中極の下に起る、會陰の分也。

　　◎是に由って曲骨を循り、毛際に上り、中極に至り、腹裏に行きて、上って關元、石門、氣海、陰交、神闕、水分、下脘、建里、中脘、上脘、巨闕、鳩尾、中庭、膻中、玉堂、紫宮、華蓋、璇璣、天突、廉泉を循り、頤に上って承漿を循り、唇を環りて上って、齦交に至り、分れ行きて、兩目の下の中央に繋りて、承泣に會して終る也。

　　◎陰脈の海と云う者は、亦人の脈絡、諸陰の分に周流すること、譬へば猶水のごとくなるを以て也、而して任脈は則ち之が揔任爲（た）り焉、故に陰脈の海と曰う。

　　　・會陰、一名屏翳、兩陰の間に在り。

　　　・曲骨、横骨の上、毛際陷中、動脈手に應ずるに在り。

　　　・中極、關元の下一寸に在り。

　　　・關元、臍下三寸に在り。

　　　・石門、臍下二寸に在り。

　　　・氣海、臍下一寸五分に在り。

　　　・陰交、臍下一寸に在り。

　　　・神闕、臍中に當る。

　　　・水分、下脘の下一寸、臍を上ること一寸に在り。

　　　・下脘、建里の下一寸に在り。

　　　・建里、中脘の下一寸に在り。

　　　・中脘、上脘の下一寸に在り。

　　　・『靈樞經』に云く、𩩲骭（即ち岐骨也）より以下天樞（天樞は、足の陽明經の穴、臍を挾む二寸、蓋し臍と平直也）に至って、長きこと八寸、而して中脘は中に居る是れ也。

　　　・然も人、胃に大小有り、亦、拘はるに身寸を以てすべからず、但し、𩩲骭自り臍中に至るを以て八寸を度と爲す、各部分に依って之を取る。

　　　・上脘、巨闕の下一寸、當に一寸五分なるべし、蔽骨を去ること三寸に在り。

　　　・巨闕、鳩尾の下一寸に在り。

　　　・鳩尾、蔽骨の端に在り、言其の骨垂れ下って鳩の形の如し、故に以て名と爲す、臆前蔽骨の下五分也、

　　　・人蔽骨無き者は、岐骨の際從り下行すること一寸。

　　　・中庭、膻（臆は誤り）中下一寸六分に在り。

　　　・膻中、玉堂の下一寸六分、兩乳の間に在り。

　　　・玉堂、紫宮の下一寸六分に在り。

　　　・紫宮、華蓋の下一寸六分に在り。

　　　・華蓋、璇璣の下二寸（『資生經』云く一寸）に在り。

　　　・璇璣、天突の下一寸陷中に在り。

　　　・天突、頸の結喉の下一寸宛宛たる中に在り。

　　　・廉泉、頸（原本「頷」に誤る。「頸」に正す）の下、結喉の上、舌本に在り、陰維（原本「經」に誤る。「維」に正す）、任脈の會、仰いで之を取る。

　　　・承漿、唇の下陷中に在り、任脈、足の陽明の會。

　　　・齦交は、督脈に見えたり、任督二脈の會。

　　　・承泣は、足陽明に見えたり、蹻脈、任脈、足陽明の會也。

　○按、任督二脈之直行者、爲腹背中行諸穴所系、今特之を取る、以附十二經之後、如「骨空論」所載者、茲不與焉、其餘如衝、帶、維、蹻、所經之穴、寔則寄會於諸經之間爾。

　○誠難與任督二脈之灼然行腹背者比、故此得以略之。

　○雖然、因略以致詳、亦不害於兼取也、故其八脈全篇、仍別出於左方云。

　○右十四經正文、並與『金蘭循經』同。

■■　十四經發揮卷下

■奇經八脈篇

　○脈有奇常、十二經者、常脈也、

　○奇經八脈、則不拘於常、故謂之奇經。

　○蓋以人之氣血、常行於十二經脈、其諸經滿溢、則流入奇經焉。

　○奇經有八脈、督脈督於後、任脈任於前、衝脈爲諸脈之海、陽維則維絡諸陽、陰維則維絡諸陰。

　○陰陽自相維持、則諸經常調。

　○維脈之外有帶脈者、束之猶帶也、

　○至於兩足蹻脈、有陰有陽、陽蹻行諸太陽之別、陰蹻本諸少陰之別。

　○譬猶聖人、圖設溝渠、以備水潦、斯無濫溢之患。

　○人有奇經、亦若是也。

　○今總集奇經八脈所發者、氣穴處所、共成一篇、附之『發揮』之後、以備通攷（原本「攻」に誤る。「攷」に正す）云。

（※督脈）
○督脈

○督脈は、起り於小腹以下骨中央、女子入（原本「以」に誤る。「入」に正す）繋廷孔之端。

○其絡循り陰器を、合簒間、繞簒後、別繞臀、至少陰、與巨陽中絡者合少陰、上腹内後廉、貫脊屬腎、

○與太陽起目内眥、上額交巓上、入絡腦、還出別下項、循肩髆内、挾脊抵腰中、入循膂絡腎。

○其男子循莖下至簒、與女子等。

○其少腹直上者、貫臍中央、上貫心、入喉、上頤還唇、上系兩目之中。

○此生病、從少腹上衝心而痛、不得前後爲衝疝、其女子不孕、癃痔、遺溺、嗌乾、治在督脈。

○督脈の別、名曰く長強、侠膂を上項散上頭、下當肩胛左右、別れ走る太陽に、入貫ぬき膂を。

○實なるときは則ち脊強、虚なるときは則ち頭重、之を取る所別。

○故に『難經』に曰く、督脈は、下極の腧に起り、脊裏に並び、上って風府に至る、入りて腦に屬す、巓に上り、額に循り鼻柱に至る、屬陽脈之海也。

○此爲病、令人脊強反折。

○督脈、從頭循脊骨入骶、長四尺五寸、凡二十七穴（穴見前）。

○按『内經』督脈所發者二十八穴、據法、十椎下一穴名中樞、陰尾骨兩傍二穴名長強、共有二十九穴、今多齦交一穴、少中極一穴、會陽二穴、則係督脈別絡、與少陽會、故止載二十七穴（穴已見前）。

（※任脈）
○任脈

○任脈者、與衝脈皆起於胞中、循脊裏、爲經絡之海。

○其浮而外者、循腹上行、會於咽喉、別而絡唇口。

○血氣盛、則肌肉熱、

○血獨盛、則滲灌皮膚生毫毛。

○婦人有餘於氣、不足於血、以其月事數下、任衝並傷故也。

○任衝之交脈、不營其口唇、故髭鬚不生。

○是以任脈爲病、男子内結七疝、女子帶下瘕聚。

○故『難經』曰、任脈起於中極之下、以上毛際、循腹裏、上關元、至咽喉、上頤、循面入目、屬陰脈之海。

○凡此任脈之行、從胞中上注目、長四尺五寸、總二十四穴（穴見前）。

○按『内經』云、任脈所發者二十八穴。

○經闕一穴、實有二十七穴、内齦交一穴、屬督脈、承泣二穴、屬足陽明蹻脈、故止載二十四穴（穴已見前）。

（※陽蹻脈）
○陽蹻脈

○陽蹻脈者、起於跟中、循外踝上行、入風池。

○其爲病也、令人陰緩而陽急。

○兩足蹻脈、本太陽之別、合於太陽、其氣上行、氣并相還、則爲濡目、氣不營則目不合。

○男子數其陽、女子數其陰、當數者爲經、不當數者爲絡也。

○蹻脈長八尺。

○所發之穴、生於申脈（外踝下、屬足太陽經）。

○以輔陽爲郄（外踝上）、

○本於僕參（跟骨下）、

○與足少陰會於居髎（章門下）、

○又與手陽明會於肩髎及巨骨（並在肩端）、

○又與手足太陽陽維會于臑兪（在肩髎後、胛骨上廉）、

○與手足陽明會于地倉（口吻兩旁）、

○又與手足陽明會于巨髎（鼻兩旁）、

○又與任脈足陽明會于承泣（目下七分）。

○以上爲陽蹻脈之所發、凡二十穴、陽蹻脈病者宜刺之。

（※陰蹻脈）
○陰蹻脈

○陰蹻脈者、亦起於跟中、循内踝上行、至咽喉、交貫衝脈。

○此爲病者、令人陽緩而陰急。

○故曰蹻脈者、少陰之別、別於然谷之後、上内踝之上、直上循陰股入陰、上循胸裏、入缺盆、上出人迎之前、入鼻、屬目内眥、合於太陽。

○女子以之爲經、男子以之爲絡。

○兩足蹻脈、長八尺、而陰蹻之郄在交信（内踝上二寸）、陰蹻脈病者取此。

（※衝脈）
○衝脈

○衝脈者、與任脈皆起於胞中、上循脊裏、爲經絡之海、其浮於外者、循腹上行、會於咽喉、別而絡唇口。

○故曰、衝脈者、起於氣衝、並足少陰之經、侠臍上行、至胸中而散。

○此爲病、令人逆氣裏急。

○『難經』則曰、並足陽明之經。

○以穴攷之、足陽明侠臍左右各二寸而上行、足少陰侠臍左右各五分而上行。

○『鍼經』所載衝脈與督脈、同起於會陰。

○其在腹也、行乎幽門、通谷、陰都、石關、商曲、肓兪、中注、四滿、氣穴、大赫、横骨、凡二十二穴、皆足少陰之分也。

○然則衝（原本「曰」に誤る。「衝」に正す）脈、並足少陰之經明矣。

（※陽維脈）

○陽維脈

○陽維、維於陽、其脈起於諸陽之會、與陰維皆維絡于身。

○若陽不能維于陽、則溶溶不能自收持。

○其脈氣所發、別于金門（在足外踝下、太陽之郄）、

○以陽交爲郄（在外踝上七寸）、

○與手足太陽及蹻脈會于臑兪（肩後胛上廉）、

○與手足少陽會于天髎（在缺盆上）、

○又會于肩井（肩上）、其在頭也、

○與足少陽會于陽白（在眉（原本「肩」に誤る。「眉」に正す）上）、

○上于本神及臨泣、上至正營、循于腦空、

○下至風池、其與督脈會、則在風府及瘂門。

○『難經』云、陽維爲病、苦寒熱。

○此陽維脈氣所發、凡二十四穴、

（※陰維脈）

○陰維脈

○陰維は、陰を維す。

○其の脈、諸陰の交りに起る。

○若し陰、陰を維すること能ざるときは、則ち悵然として志を失す、其の脈氣の發する所の者は、陰維の郄を、名づけて築賓（足の少陰に見えたり）と曰う。

○足の太陰と腹哀、大横に會す、又足の太陰、厥陰と府舍、期門に會す、任脈と天突、廉泉に會す。

○『難經』に云く、陰維の病爲（た）る、心痛を苦しむ。

○此の陰維の脈氣發する所、凡て十二穴。

（※帶脈）

○帶脈

○帶脈は、季脇に起り、身を回ること一周、其の病爲（たる）也（や）、腰腹縱容として、嚢水の状の如し。

○其の脈氣發する所は、季脇の下一寸八分に在り。

○正に帶脈と名く、其の身を回ること一周して帶の如くなるを以て也。

○又足の少陽と維道と會す。

○此れ帶脈の發する所、凡て四穴。

　○以上『素問』、『難経』、『甲乙経』、『聖濟總録』の中を雜へ取り、參合して篇と爲す。
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小林健二

kobayashi-toua@umin.net
䯒：　中国フォント使用
・陽白、在眉上一寸、直瞳子に在り。付けること
て胃下の兩旁に、入り脊膂に附く脊の第十四椎に、前後臍と平直なり。
ミス！臍欠如か？

　　　・商曲至通谷、去腹中行各五分。は上に続く！

梺　→　梺 ⇒　ユニコードでは 䪼
臼骭→　𩩲
校正2007/02/23　（以下の個所訂正済み）

P2の
　○兼
　○手太陰従肺系横出腋下、
　○手厥陰循胸出脇、上抵腋下。
この手太陰と手厥陰の間に‘手少陰の文’が抜けているのではないかという指摘がありました。
P4の6行の
○人身之経脈流行無有竅止、與天同一運行也。
竅→窮ではないかと指摘
佐藤　隆哉 
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